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一　

問
題
の
所
在

　

一
九
七
八
年
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
研
究
集
会
（『
地
中
海
西
欧
に

お
け
る
封
建
構
造
と
封
建
制
（
一
〇
世
紀
―
一
三
世
紀
）』）
に
お
い
て
、
ピ

エ
ー
ル
・
ボ
ナ
シ
ィ
は
、
自
ら
が
専
門
と
す
る
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
知
見
を
参

照
軸
と
し
な
が
ら
、
封
建
的
社
会
構
造
の
発
展
様
式
と
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
が
フ

ラ
ン
ス
南
部
か
ら
ス
ペ
イ
ン
北
部
と
い
う
広
大
な
領
域
で
基
本
的
に
共
通
で

あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
�

。
た
だ
、
そ
こ
で
は
依
然
と
し
て
、
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
お
よ
び
南
フ
ラ
ン
ス
と
ア
ラ
ゴ
ン
以
西
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
と
を
分
か
つ

理
解
の
懸
隔
が
足
枷
と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
い
か
に
埋
め
る
か
と
い
う
き

わ
め
て
困
難
な
作
業
に
彼
の
努
力
の
大
半
は
捧
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
以
来
、
地
中
海
諸
地
域
の
専
門
研
究
が
続
々
と
世
に
送
り
出
さ
れ
て

き
た
が
、
そ
う
し
た
懸
隔
は
解
消
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
広
が
り
つ

つ
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
ま
ず
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
以
東
の
南
フ
ラ
ン
ス
諸
地

域
で
は
、
古
代
ロ
ー
マ
的
な
公
的
・
国
家
的
統
治
組
織
が
比
較
的
強
固
に
存

続
し
た
た
め
に
、
紀
元
千
年
頃
の
政
治
的
・
社
会
的
危
機
を
最
大
の
契
機
と

し
て
封
建
制
が
急
激
に
形
成
さ
れ
て
く
る
と
さ
れ
る
�

。
他
方
、
ガ
リ
シ
ア

か
ら
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
ま
で
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
北
西
部
諸
地
域
で
は
、
ロ
ー

マ
＝
西
ゴ
ー
ト
的
な
公
的
統
治
組
織
は
も
は
や
前
提
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国

家
形
成
そ
の
も
の
が
一
〇
世
紀
初
頭
と
い
う
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
始
ま
る

封
建
制
の
形
成
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
�

。
ま
た
、
ナ

バ
ー
ラ
お
よ
び
ア
ラ
ゴ
ン
は
最
近
の
研
究
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
前
者
に

加
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
�

、
た
と
え
ば
ジ
ュ
ゼ
ッ
プ
・
マ
リ
ア
・
サ
ル

ラ
ク
は
こ
れ
ら
の
地
域
を
前
者
と
後
者
と
の
中
間
的
形
態
と
位
置
づ
け
て
お

り
、
結
局
の
と
こ
ろ
ロ
ー
ヌ
川
か
ら
ガ
リ
シ
ア
ま
で
を
三
つ
の
領
域
に
大
別

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
�

。

　

こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
城
塞
と
そ
れ
を
軸
と
し
た
空
間
組
織
の
問
題
を

と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
城
塞
と
そ
れ
に
付
属
す
る
城
塞
領
域
を
封
建
社
会
の

基
礎
細
胞
と
み
な
す
い
わ
ゆ
る
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
（
城
主
支
配
圏
）
細
胞
論
は
、

と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
学
界
で
通
説
と
し
て
の
地
位
を
保
ち
つ
づ
け
て
い
る
。

城
塞
は
本
来
国
王
や
伯
に
帰
属
す
る
公
権
力
の
象
徴
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か

ら
、
私
有
の
城
塞
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
紀
元
千
年
頃
か
ら
、
裁
判
・
軍

事
・
経
済
一
般
に
か
か
わ
る
公
的
諸
権
利
を
掌
握
し
た
城
主
（
す
な
わ
ち
バ

九
・
一
〇
世
紀
リ
バ
ゴ
ル
サ
地
方
に
お
け
る
城
塞
と
空
間
組
織足　

　
　

立　
　
　
　

孝
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ン
領
主
）
が
割
拠
す
る
、
無
秩
序
な
、
も
し
く
は
私
的
な
支
配
・
従
属
関
係

の
ほ
か
に
秩
序
を
維
持
す
る
す
べ
を
も
た
な
い
社
会
が
形
成
さ
れ
て
く
る
こ

と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
そ
の
も
の
は
、
紀
元
千
年
以
降
に

固
有
の
事
象
で
は
な
い
。
城
塞
は
一
般
に
付
属
領
域
を
備
え
て
い
る
の
で
、

純
粋
に
行
政
・
軍
事
的
枠
組
と
し
て
の
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
な
ら
ば
紀
元
千
年
以

前
に
も
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
�

。
し
た
が
っ
て
、
城
主
個
人
に

帰
属
す
る
語
の
真
の
意
味
で
の
支
配
領
域
、
す
な
わ
ち
独
立
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー

（
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ュ
ビ
ィ
）
�

が
典
型
的
に
形
成
さ
れ
て
く
る
の
が
、
紀

元
千
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
ラ
ゴ
ン
以
西
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
北
部
諸
地
域
で
は
、
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
な
ど
と
比
較
す
る
と
城
塞
そ
の
も
の
の
絶
対
数
が
少
な
い
う
え
に
、

そ
れ
ら
の
分
布
は
も
っ
ぱ
ら
ア
ン
ダ
ル
ス
と
の
辺
境
地
帯
に
限
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
封
建
制
の
形
成
過
程
に
お
い
て
城
塞
が
占
め
た
地
位
は
相
対
的
に

低
く
見
積
も
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
ナ
バ
ー
ラ
お
よ
び
ア
ラ
ゴ
ン

で
は
、
城
塞
は
紀
元
千
年
以
降
に
一
定
の
増
加
を
み
る
が
、
そ
れ
ら
の
分
布

も
や
は
り
辺
境
地
帯
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、
私
有
城
塞
の
所
見
に
い
た
っ
て

は
一
一
世
紀
を
つ
う
じ
て
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
�

。
こ
れ
は
カ
ス
テ
ィ
ー

リ
ャ
以
西
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
最
近
の
研
究
動
向

で
は
封
建
制
成
立
の
時
期
が
一
〇
世
紀
に
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
城
塞
が

果
た
し
た
役
割
は
必
然
的
に
低
く
見
積
も
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ホ
セ
・
ア

ン
ヘ
ル
・
ガ
ル
シ
ア
・
デ
・
コ
ル
タ
ー
サ
ル
は
権
力
の
構
造
化
の
過
程
を
空

間
の
組
織
形
態
と
絡
め
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
こ
で
は
城
塞
は
ほ
と

ん
ど
扱
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
�

。
こ
れ
は
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
の
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
城
塞
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
と
き
、
わ
た
し
た
ち
は
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
以
東
と
ア
ラ
ゴ
ン
以
西
と
い
う
伝
統
的
な
地
理
的
区
分
に
ふ
た
た
び
直

面
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
と
ア
ラ

ゴ
ン
の
は
ざ
ま
に
位
置
す
る
リ
バ
ゴ
ル
サ
と
い
う
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
域

の
曲
折
に
満
ち
た
歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
七

七
八
年
の
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
よ
る
サ
ラ
ゴ
ー
サ
侵
攻
の
の
ち
、

隣
接
す
る
東
の
パ
リ
ャ
ー
ス
と
と
も
に
歴
代
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
伯
の
管
轄
下
に

お
か
れ
る
（
九
世
紀
初
頭
〜
八
七
二
年
）。
そ
の
後
、
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
系
の
ラ

モ
ン
を
伯
と
し
て
フ
ラ
ン
ク
王
国
か
ら
独
立
を
果
た
す
が
、
次
の
世
代
に
は

リ
バ
ゴ
ル
サ
と
パ
リ
ャ
ー
ス
は
事
実
上
の
分
裂
を
み
て
リ
バ
ゴ
ル
サ
は
独
立

伯
領
と
な
り
、
一
〇
二
〇
年
代
の
政
治
的
危
機
ま
で
い
ち
お
う
命
脈
を
保
つ

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
同
時
期
以
降
、
こ
の
地
域
は
ナ
バ
ー
ラ
国
王
と
パ

リ
ャ
ー
ス
伯
の
支
配
下
で
事
実
上
分
断
さ
れ
、
そ
の
支
配
は
ア
ラ
ゴ
ン
国
王

の
下
に
受
け
継
が
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
下
リ
バ
ゴ
ル
サ
へ
の
征
服
活
動
は
、

ア
ラ
ゴ
ン
国
王
や
パ
リ
ャ
ー
ス
伯
だ
け
で
な
く
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
伯
、
ウ
ル

ジ
ェ
イ
伯
、
さ
ら
に
は
彼
ら
の
封
臣
に
し
て
ア
ジ
ャ
ル
副
伯
を
称
し
た
ア
ル

ナ
ウ
・
ミ
ル
・
ダ
・
ト
ス
ト
ま
で
も
が
加
わ
っ
て
、
ま
さ
し
く
ナ
バ
ー
ラ
＝

ア
ラ
ゴ
ン
貴
族
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
貴
族
と
が
邂
逅
す
る
場
と
な
っ
て
ゆ
く
の

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
が
災
い
し
た
せ
い
か
、
こ
の
地
域
の
専
門
研
究
は
、

紀
元
千
年
頃
を
境
に
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
史
か
ら
ア
ラ
ゴ
ン
史
へ
と
引
き
継
が
れ

る
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
双
方
の
あ
い
だ
で
対
話
的
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
事
実
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
わ
ず
か
に
、
ラ
モ
ン
・
ダ
バ
ダ

ル
・
イ
・
ダ
・
ビ
ニ
ャ
ル
ス
の
『
パ
リ
ャ
ー
ス
お
よ
び
リ
バ
ゴ
ル
サ
伯
領

（
カ
ロ
リ
ン
グ
期
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
第
三
巻
）』（
一
九
五
五
年
）、
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
・
ガ
ル
テ
ィ
エ
ル
・
マ
ル
テ
ィ
の
『
リ
バ
ゴ
ル
サ
。
独
立
伯
領
の
時
代
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（
起
源
か
ら
一
〇
二
五
年
ま
で
）』（
一
九
八
一
年
）
の
二
点
を
数
え
る
に
す

ぎ
な
い
の
で
あ
る
�

。
だ
が
、
こ
の
地
域
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
型
の
封
建
的

支
配
関
係
と
、
ナ
バ
ー
ラ
＝
ア
ラ
ゴ
ン
型
の
そ
れ
と
が
並
存
し
て
ゆ
く
こ
と

も
あ
っ
て
、
比
較
研
究
の
恰
好
の
素
材
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
さ
し
あ
た
り
九
・
一
〇
世
紀
の
同
地
域
で
も
と
く
に
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ

バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
流
域
の
空
間
組
織
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

今
後
の
作
業
の
出
発
点
と
し
た
い
。

　
　
　

二　

史
料

　

リ
バ
ゴ
ル
サ
で
は
、
文
書
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
形
で
伝
来
し
て
い
る
こ
と
は

き
わ
め
て
ま
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
で
検
討
の
材
料
と
な
る
史
料
は

総
じ
て
修
道
院
に
伝
来
す
る
「
証
書
集
（
カ
ル
テ
ュ
レ
ー
ル
﹇cartu

laire,

     
       

cartu
lario,

cartoral

     
               
﹈）」
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
こ
の
地

域
随
一
の
文
書
量
を
誇
る
の
が
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
・
ア
ラ
オ
ン
修
道

院
の
証
書
集
で
あ
る
。
こ
の
証
書
集
に
集
成
さ
れ
た
文
書
は
、
ト
ゥ
ー
ル
ー

ズ
伯
ビ
ゴ
が
発
給
し
た
修
道
院
再
建
文
書
（
八
〇
六
年
か
ら
八
一
四
年
）
を

皮
切
り
に
、
そ
の
大
半
が
九
世
紀
と
一
〇
世
紀
の
も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
て
、

九
・
一
〇
世
紀
だ
け
で
二
二
四
点
あ
り
、
し
か
も
修
道
院
が
所
在
す
る
ノ

ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
の
下
流
域
お
よ
そ
四
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
き
わ
め
て
狭
い
領
域
に
関
わ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
�

。

　

こ
の
証
書
集
の
第
一
〇
六
葉
に
は
、
筆
写
し
た
人
物
と
時
期
を
比
較
的
正

確
に
同
定
さ
せ
る
次
の
よ
う
な
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
貴

顕
に
し
て
高
潔
た
る
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
・
ア
ラ
オ
ン
修
道
院
長
ベ
ル
ナ

ル
ド
は
、
そ
こ
で
奉
仕
す
る
す
べ
て
の
修
道
士
た
ち
と
と
も
に
、
ま
た
貴
顕

た
る
ロ
ダ
司
教
ラ
モ
ン
の
面
前
で
、
証
書
集
の
編
纂
事
業
に
着
手
し
た
。
こ

の
地
域
を
支
配
し
、
統
治
し
て
い
た
国
王
サ
ン
チ
ョ
の
治
世
の
こ
と
で
あ
る
。

か
く
し
て
上
記
の
証
書
集
は
、
聖
処
女
マ
リ
ア
な
ら
び
に
聖
使
徒
ペ
テ
ロ
の

名
誉
の
下
に
編
纂
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
・
ア
ラ

オ
ン
修
道
院
の
司
祭
に
し
て
修
道
士
ド
ミ
ニ
ク
ス
が
こ
れ
を
な
し
た
」
�

。

こ
の
記
述
の
中
に
登
場
す
る
修
道
院
長
ベ
ル
ナ
ル
ド
の
在
位
期
間
が
一
〇
七

八
年
か
ら
一
〇
九
八
年
ま
で
、
ロ
ダ
司
教
ラ
モ
ン
の
在
位
期
間
が
一
〇
七
六

年
か
ら
一
〇
九
四
年
ま
で
、
そ
し
て
ア
ラ
ゴ
ン
国
王
サ
ン
チ
ョ
・
ラ
ミ
レ
ス

の
治
世
が
一
〇
六
四
年
か
ら
一
〇
九
四
年
ま
で
で
あ
り
、
修
道
士
ド
ミ
ニ
ク

ス
は
、
一
〇
八
八
年
に
同
修
道
院
の
三
点
の
文
書
を
書
記
と
し
て
作
成
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
証
書
集
の
編
纂
が
着
手
さ
れ
た
の
は
、
一
〇
九
〇
年

頃
と
み
る
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
�

。

　

つ
い
で
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
上
流
域
を
中
心
に
所
領
を
展
開

さ
せ
た
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ダ
・
ラ
バ
シ
ュ
修
道
院
に
も
、
証
書
集
が
伝
来

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
証
書
集
の
原
本
は
散
逸
し
て
お
り
、
現
在
わ
た
し
た

ち
の
手
元
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
一
八
世
紀
の
手
稿
本
の
み
で
あ
る
。
紀
元

千
年
ま
で
の
文
書
は
八
四
〇
年
の
土
地
売
却
文
書
を
皮
切
り
に
わ
ず
か
二
九

点
で
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
ダ
バ
ダ
ル
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

紀
元
千
年
以
降
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
四
年
に
イ
グ
ナ
シ
・
プ
ッ
チ

の
手
で
刊
行
さ
れ
た
�

。

　

他
方
、
お
そ
ら
く
九
世
紀
後
半
に
イ
サ
ベ
ナ
川
上
流
に
創
建
さ
れ
た
サ
ン

タ
・
マ
リ
ア
・
デ
・
オ
バ
ー
ラ
修
道
院
�

に
は
、
一
〇
世
紀
初
頭
か
ら
比
較

的
多
数
の
文
書
が
ほ
と
ん
ど
単
葉
形
式
の
コ
ピ
ー
の
ま
ま
で
伝
来
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
修
道
院
の
文
書
群
に
は
き
わ
め
て
数
多
く
の
改
竄
文
書
が
含

ま
れ
て
お
り
、
使
用
す
る
際
に
は
細
心
の
注
意
が
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
、
証

書
集
に
つ
い
て
は
そ
の
編
纂
時
期
を
ソ
ブ
ラ
ル
ベ
の
サ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ン
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修
道
院
に
併
合
さ
れ
た
一
一
世
紀
後
半
と
す
る
か
（
ダ
バ
ダ
ル
）、
併
合
後
も

修
道
院
固
有
の
文
書
庫
が
存
続
し
て
い
て
一
二
世
紀
末
葉
に
編
纂
さ
れ
た
と

す
る
か
（
ア
ン
ヘ
ル
・
ホ
セ
・
マ
ル
テ
ィ
ン
）
で
見
解
が
大
き
く
分
か
れ
て

い
る
�

。
同
修
道
院
の
文
書
群
は
九
・
一
〇
世
紀
の
も
の
が
ダ
バ
ダ
ル
な
ら

び
に
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ウ
ビ
エ
ト
・
ア
ル
テ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
紀
元
千
年
以
降

の
も
の
が
マ
ル
テ
ィ
ン
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
�

。

　

最
後
に
、
九
五
六
年
に
創
建
さ
れ
た
ロ
ダ
司
教
座
聖
堂
教
会
の
証
書
集
も
、

集
成
さ
れ
た
文
書
の
大
半
が
一
一
世
紀
の
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
リ
バ
ゴ

ル
サ
を
扱
う
う
え
で
は
欠
か
せ
な
い
。
と
く
に
紀
元
千
年
以
前
の
文
書
は
ダ

バ
ダ
ル
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
証
書
集
に
集
成
さ
れ
た
文

書
は
き
わ
め
て
膨
大
か
つ
整
理
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
一
九
世
紀
の
ハ
イ

メ
・
ビ
リ
ャ
ヌ
エ
バ
の
『
ス
ペ
イ
ン
教
会
文
学
紀
行
』
第
九
、
一
五
、
一
七
巻

に
収
録
さ
れ
た
手
稿
本
と
、
フ
ア
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
イ
ェ
ラ
・
ウ
ト

リ
ー
リ
ャ
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
ロ
ダ
証
書
集
』（
一
九
三
二
年
）
を
付
随

的
に
参
照
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
�

。

　
　
　

三　

パ
ー
グ
ス
と
コ
ミ
タ
ー
ト
ゥ
ス

　

リ
バ
ゴ
ル
サ
は
、
東
西
に
伸
び
る
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
と
そ
の
南
に
広
が
る
プ

レ
ピ
レ
ネ
ー
山
系
に
囲
ま
れ
た
山
岳
地
帯
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
山
々
が
織
り

な
す
帯
に
、
北
か
ら
南
へ
と
流
れ
る
諸
河
川
が
ほ
ぼ
垂
直
に
交
差
し
て
い
て
、

人
び
と
が
日
常
的
な
生
活
を
営
み
え
た
唯
一
の
空
間
で
あ
る
狭
隘
な
渓
谷
が

穿
た
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
西
か
ら
エ
セ
ラ
（
カ
ロ
ー
ニ
カ
﹇C

alon
ich

a

 
    
    
﹈）

川
�

と
そ
の
支
流
イ
サ
ベ
ナ
川
、
そ
し
て
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
河
川
が
穿
つ
渓
谷
は
し
ば
し
ば
河
川
流
域
の
主
要
な
定
住
地

の
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
エ
セ
ラ
川
流
域
の
場
合
は
、
北
か
ら
ベ
ナ
ス
ケ
渓

谷
、
ソ
ス
渓
谷（V

a

 
 lle

S
ositan

     
      

a  
）�
、
ア
シ
ェ
ン
渓
谷（V

allis
A

xen
is

 
       
   
  
） �
、

イ
サ
ベ
ナ
川
は
全
体
が
リ
バ
ゴ
ル
サ
渓
谷
（V

alle
R

ipacu
rcen

se

 
      
     
    
  
） �
と
呼

ば
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
数
々
の
支
流
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
た
小
渓
谷
が

合
流
し
て
い
る
。
ま
た
、
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
流
域
で
は
、
バ

リ
エ
ラ
川
流
域
の
セ
ニ
ン
渓
谷
（V

alle
S

in
gicti

 
      
  
     
） � 

、
現
在
は
ア
ル
タ
・
リ

バ
ゴ
ル
サ
に
含
ま
れ
る
バ
ラ
ベ
ス
渓
谷
（V

allis
A

rraven
sis

 
       
      
   
） � 

、
ノ
ゲ
ー

ラ
・
ダ
・
ト
ー
川
流
域
の
ボ
イ
渓
谷
（V

alle
B

oin
am

 
      
   
  

） �
を
筆
頭
に
、
や
は

り
幾
多
の
支
流
が
そ
れ
ぞ
れ
渓
谷
を
形
成
し
て
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー

ナ
川
に
注
ぎ
こ
ん
で
い
る
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
山
々
と
渓
谷
か
ら
な
る
こ
の
土
地
は
東
の
パ

リ
ャ
ー
ス
と
と
も
に
九
世
紀
初
頭
か
ら
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
伯
の
管
理
の
下
に
お

か
れ
た
。
だ
が
、
八
七
二
年
に
同
伯
ベ
ル
ナ
ー
ル
が
殺
害
さ
れ
る
と
、
八
八

四
年
か
ら
ラ
モ
ン
（
一
世
）
な
る
人
物
を
伯
と
し
て
�

、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
中

で
は
最
も
早
期
に
フ
ラ
ン
ク
王
権
か
ら
の
独
立
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
ナ

バ
ー
ラ
宮
廷
で
成
立
し
た
『
ロ
ダ
の
書
』
と
呼
ば
れ
る
系
図
史
料
に
よ
れ
ば
、

同
人
の
妹
ダ
デ
ィ
ル
ダ
は
、
ア
リ
ス
タ
朝
に
か
わ
る
新
た
な
ナ
バ
ー
ラ
王
家

の
始
祖
ガ
ル
シ
ア
・
ヒ
メ
ネ
ス
と
結
婚
し
、
こ
の
王
朝
か
ら
の
最
初
の
国
王

と
な
る
サ
ン
チ
ョ
・
ガ
ル
セ
ス
（
一
世
）
を
産
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る 
� 

。
ア
ン

ダ
ル
ス
上
辺
境
領
で
覇
を
唱
え
た
ム
ワ
ッ
ラ
ド
の
カ
ス
ィ
ー
家
出
身
で
リ
ェ

イ
ダ
の
支
配
者
で
あ
っ
た
ル
ッ
ブ
・
イ
ブ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
に
よ
っ
て
、
九

〇
四
年
に
パ
リ
ャ
ー
ス
が
侵
略
さ
れ
た
と
き
、
ラ
モ
ン
一
世
の
子
イ
サ
ル
ン

が
捕
虜
と
し
て
ト
ゥ
デ
ラ
に
連
行
さ
れ
た
が
、
数
年
後
に
同
人
を
救
出
し
た

の
は
ま
さ
し
く
サ
ン
チ
ョ
・
ガ
ル
セ
ス
一
世
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
ナ
バ
ー

ラ
王
国
と
の
結
び
つ
き
と
同
時
に
、
ラ
モ
ン
一
世
は
ル
ッ
ブ
の
度
重
な
る
侵

略
を
免
れ
る
べ
く
、
そ
の
娘
を
二
人
目
の
妻
に
迎
え
る
と
い
う
措
置
す
ら
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と
っ
て
い
る
。
ア
ラ
オ
ン
修
道
院
に
伝
来
す
る
三
点
の
年
代
記
に
ラ
モ
ン
一

世
の
記
述
が
欠
如
し
て
い
る
の
は
、
彼
が
ム
ス
リ
ム
に
対
し
て
弱
腰
で
あ
っ

た
か
ら
と
い
う
説
明
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
が
� 

、
こ
れ
ら
一
連
の
措
置
は
、

ア
ン
ダ
ル
ス
と
フ
ラ
ン
ク
王
権
と
の
は
ざ
ま
で
独
立
状
態
を
維
持
す
る
た
め

に
は
欠
か
せ
な
い
手
段
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　

ラ
モ
ン
一
世
に
は
五
人
の
息
子
が
あ
り
、
パ
リ
ャ
ー
ス
＝
リ
バ
ゴ
ル
サ
司

教
ア
ト
を
除
い
て
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
、
ミ
ロ
、
イ
サ
ル
ン
、
リ
ョ
ッ
プ
の
四
名

が
み
な
ラ
モ
ン
一
世
の
晩
年
か
ら
伯
を
名
乗
っ
て
い
る
。『
ア
ラ
オ
ン
第
二

年
代
記
』
で
は
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
が
ア
ラ
ゴ
ン
伯
ガ
リ
ン
ド
・
ア
ス
ナ
レ
ス
二

世
の
娘
ト
ダ
・
ガ
リ
ン
デ
ス
を
娶
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
ブ
ラ
ル
ベ
を
併
合

し
た
と
あ
り
、
同
人
の
息
子
ラ
モ
ン
、
ボ
レ
ル
、
ミ
ロ
の
あ
い
だ
で
伯
領
が

分
割
さ
れ
、
リ
バ
ゴ
ル
サ
、
パ
リ
ャ
ー
ス
、
そ
し
て
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル

サ
ー
ナ
川
か
ら
ノ
ゲ
ー
ラ
・
パ
リ
ャ
レ
サ
川
ま
で
の
領
域
が
そ
れ
ぞ
れ
継
承

さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る 
� 

。
一
〇
世
紀
の
文
書
史
料
に
よ
れ
ば
、
正
確
に

は
ベ
ル
ナ
ル
ド
の
子
孫
が
リ
バ
ゴ
ル
サ
、
イ
サ
ル
ン
と
リ
ョ
ッ
プ
の
子
孫
が

パ
リ
ャ
ー
ス
、
ミ
ロ
の
子
孫
が
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
か
ら
ノ

ゲ
ー
ラ
・
パ
リ
ャ
レ
サ
川
ま
で
の
領
域
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
な
の
だ
が
、
そ

れ
は
と
も
か
く
、
彼
ら
の
活
動
範
囲
が
以
上
の
三
つ
の
領
域
に
事
実
上
分
か

た
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

だ
が
、
こ
こ
で
あ
え
て
活
動
範
囲
と
表
現
し
た
の
は
、
年
代
記
で
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
、
厳
密
に
画
定
さ
れ
た
領
域
が
こ
れ
ら
の
伯
に
分
割
さ
れ
て

い
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
問
題
と
な
る
の
が
、
ミ
ロ

に
帰
属
し
た
と
さ
れ
る
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
流
域
で
あ
る
。
同

人
は
、
九
一
三
年
か
ら
九
三
〇
年
代
ま
で
こ
の
地
域
で
土
地
を
購
入
し
、
九

五
四
年
に
そ
れ
ら
を
ア
ラ
オ
ン
修
道
院
に
寄
進
し
て
い
る 
� 

。
そ
し
て
、
彼

の
子
ギ
エ
ム
も
や
は
り
伯
と
し
て
、
九
四
七
年
に
は
司
教
ア
ト
に
よ
る
ラ
バ

シ
ュ
修
道
院
へ
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
戒
律
導
入
の
際
に
と
も
に
名
を
連
ね
て
い

る
し
� 

、
九
六
二
年
に
は
、
司
祭
ア
ル
テ
ミ
ー
ル
が
寄
進
し
た
ア
ラ
オ
ン
修

道
院
の
財
産
を
め
ぐ
る
紛
争
を
裁
い
て
い
る 
� 

。
さ
ら
に
、
同
人
は
九
七
五

年
に
お
い
て
も
、
父
ミ
ロ
か
ら
継
承
し
た
セ
ニ
ン
城
に
お
け
る
一
〇
分
の
一

の
賦
課
（decim

a

     
 
）
徴
収
権
を
オ
バ
ー
ラ
修
道
院
に
寄
進
し
て
い
る 
� 

。
と

こ
ろ
が
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
も
ま
た
、
彼
ら
と
同
じ
よ
う
に
、
九
三
九
年
に
ス

エ
ー
ル
領
域
内
の
マ
ッ
シ
ベ
ー
ル
な
る
ウ
ィ
ラ
（villa

     
）
を
ラ
バ
シ
ュ
修
道

院
に
寄
進
し
�

、
九
四
九
年
に
は
ア
ラ
オ
ン
修
道
院
へ
の
様
々
な
財
産
の
寄

進
�

、
さ
ら
に
九
五
〇
年
に
は
ソ
ペ
ル
ン
渓
谷
を
ム
ス
リ
ム
の
手
か
ら
奪
回

し
、
サ
ン
・
ビ
セ
ン
テ
な
る
ロ
ク
ス
（locu

s

    
 
）
を
ラ
バ
シ
ュ
修
道
院
に
寄
進

し
て
い
る
の
で
あ
る
�

。

　

以
上
に
挙
げ
た
伯
の
後
継
者
た
ち
の
世
代
に
な
る
と
、
事
態
は
さ
ら
に
錯

綜
す
る
。『
ア
ラ
オ
ン
第
二
年
代
記
』
で
は
、
ミ
ロ
の
系
統
が
途
絶
え
る
と
、

二
つ
の
ノ
ゲ
ー
ラ
川
の
間
の
領
域
は
ラ
モ
ン
と
ブ
レ
イ
、
つ
ま
り
ベ
ル
ナ
ル

ド
の
子
孫
と
リ
ョ
ッ
プ
の
子
孫
と
の
あ
い
だ
で
分
割
さ
れ
た
と
あ
る 
� 

。
こ

こ
で
も
や
は
り
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
の
系
統
で
は
、
息
子
ラ
モ
ン
二
世
か
ら
、
そ

の
息
子
ウ
ニ
フ
レ
ッ
ド
、
ア
ル
ナ
ル
ド
、
イ
サ
ル
ノ
、
オ
デ
シ
ン
ド
、
娘
ト

ダ
、
ア
バ
へ
と
続
き
、
こ
の
う
ち
九
五
六
年
に
ロ
ダ
司
教
と
な
っ
た
オ
デ
シ

ン
ド
と
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
伯
ガ
ル
シ
ア
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
に
嫁
い
だ
ア
バ

を
除
い
て
、
全
員
が
伯
な
い
し
女
伯
を
名
乗
っ
て
い
る
。
他
方
、
リ
ョ
ッ
プ

の
系
統
で
は
、
ラ
モ
ン
二
世
、
ブ
レ
イ
、
ス
ニ
エ
が
同
時
に
伯
を
名
乗
り
、

ス
ニ
エ
の
子
ラ
モ
ン
三
世
と
ギ
エ
ム
二
世
の
段
階
で
つ
い
に
、
パ
リ
ャ
ー

ス
・
ジ
ュ
ッ
サ
（
下
パ
リ
ャ
ー
ス
）
伯
領
と
パ
リ
ャ
ー
ス
・
ス
ビ
ラ
（
上
パ

リ
ャ
ー
ス
）
伯
領
と
が
事
実
上
の
分
裂
を
み
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
二
つ
の
系
統
を
従
来
ど
お
り
そ
れ
ぞ
れ
リ
バ
ゴ
ル
サ
伯
と
パ

リ
ャ
ー
ス
伯
と
呼
ぶ
と
し
て
、
こ
の
区
分
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
統

治
領
域
を
リ
バ
ゴ
ル
サ
伯
領
と
パ
リ
ャ
ー
ス
伯
領
と
呼
ん
で
し
ま
え
る
の
な

ら
ば
、
事
態
は
容
易
に
説
明
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
エ
セ
ラ
＝

イ
サ
ベ
ナ
河
谷
が
前
者
、
ノ
ゲ
ー
ラ
・
パ
リ
ャ
レ
サ
河
谷
が
後
者
と
い
う
点

は
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
も
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
が
ノ

ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
河
谷
で
あ
る
。
一
〇
世
紀
後
半
に
同
河
谷
の
土

地
や
権
利
を
め
ぐ
っ
て
発
給
さ
れ
た
文
書
は
、
前
者
が
九
点
�

、
後
者
が
わ

ず
か
二
点
�

に
す
ぎ
な
い
。
ア
ラ
オ
ン
修
道
院
や
ラ
バ
シ
ュ
修
道
院
に
は
一

〇
世
紀
を
つ
う
じ
て
一
〇
〇
点
を
超
え
る
文
書
が
伝
来
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
両
系
統
が
発
給
し
た
文
書
が
あ
わ
せ
て
一
一
点
と
い
う
の
は
い
か

に
も
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
ろ
ん
こ
の
割
合
は
、
エ
セ
ラ
＝
イ
サ
ベ

ナ
河
谷
の
オ
バ
ー
ラ
修
道
院
に
発
給
さ
れ
た
前
者
の
文
書
の
割
合
と
、
ノ

ゲ
ー
ラ
・
パ
リ
ャ
レ
サ
河
谷
の
サ
ン
・
ビ
セ
ン
ス
・
ダ
・
ジ
ェ
リ
修
道
院
に

発
給
さ
れ
た
後
者
の
文
書
の
割
合
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
と

く
に
パ
リ
ャ
ー
ス
側
の
系
統
が
発
給
し
た
文
書
が
わ
ず
か
に
二
点
を
数
え
る

の
み
で
あ
る
の
は
、
ウ
ル
ジ
ェ
イ
＝
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
伯
と
の
結
び
つ
き
が
強

化
さ
れ
、
そ
の
関
心
が
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
中
心
部
に
よ
り
近
い
方
面
に
集
中
し

て
い
た
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
両
系
統
が
そ
れ
ぞ
れ
同
河
谷
に
発
給

し
た
文
書
数
は
、
一
一
世
紀
に
入
る
と
完
全
に
逆
転
す
る
�

。

　

こ
こ
で
、
リ
バ
ゴ
ル
サ
と
パ
リ
ャ
ー
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
史
料
の
中
で
ど
の
よ

う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ル
イ
敬
虔
帝
と
シ
ャ
ル
ル

禿
頭
王
が
そ
れ
ぞ
れ
八
三
五
年
お
よ
び
八
六
〇
年
に
ウ
ル
ジ
ェ
イ
司
教
座
聖

堂
教
会
に
賦
与
し
た
特
権
状
で
は
、
両
者
は
と
も
に
パ
ー
グ
ス
（pagu

s

    
 
）
と

呼
ば
れ
て
い
る
�

。
こ
の
言
葉
は
ロ
ー
マ
期
の
税
制
上
の
区
分
を
起
源
と
し

て
お
り
、
そ
う
し
た
区
分
自
体
が
西
ゴ
ー
ト
期
、
さ
ら
に
は
九
世
紀
に
お
い

て
も
根
強
く
残
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い 
� 

。
他
方
、
コ
ミ
タ
ー

ト
ゥ
ス
（com

itatu
s

   
     
 
）、
す
な
わ
ち
「
伯
領
」
と
い
う
言
葉
は
、
リ
バ
ゴ
ル
サ

に
か
ぎ
っ
て
い
え
ば
九
六
〇
年
頃
ま
で
登
場
し
な
い 
� 

。
九
世
紀
初
頭
か
ら

伯
は
一
貫
し
て
存
在
す
る
の
に
、
伯
領
と
い
う
概
念
は
一
〇
世
紀
後
半
ま
で

存
在
し
な
い
し
、
統
治
領
域
の
名
称
を
冠
し
て
リ
バ
ゴ
ル
サ
伯
な
ど
と
名
乗

る
こ
と
も
い
っ
さ
い
な
い
の
で
あ
る 
� 

。
こ
の
一
〇
世
紀
後
半
と
い
う
時
期

は
、
初
出
の
年
代
に
多
少
の
偏
差
は
あ
る
も
の
の
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
全
体
を

つ
う
じ
て
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
河
谷
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
オ
ン
修
道
院
と

ラ
バ
シ
ュ
修
道
院
を
例
に
と
っ
て
み
て
み
よ
う
。
前
者
は
ノ
ゲ
ー
ラ
川
西
岸
に

位
置
す
る
が
、
八
七
一
年
に
「
パ
リ
ャ
ー
ス
の
パ
ー
グ
ス（pago

P
aliares

      
       
）」 �
、

そ
の
ま
ま
九
五
九
年
に
は
「
パ
リ
ャ
ー
ス
の
コ
ミ
タ
ー
ト
ゥ
ス
（com

itatu
m

   
     
 
 

P
algares

 
       
）」 �
に
所
在
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
九
七
三
年
の
伯

ウ
ニ
フ
レ
ッ
ド
の
寄
進
文
書
か
ら
、
こ
の
修
道
院
の
所
在
地
は
「
リ
バ
ゴ

ル
サ
と
い
う
名
の
コ
ミ
タ
ー
ト
ゥ
ス
（com

itatu
m

n
om

in
ato,

id
est

   
     
 
  
  
  
            

R
ipacorcen

se

 
         
  
）」
と
説
明
さ
れ
�

、
ウ
ニ
フ
レ
ッ
ド
以
降
の
伯
が
発
給
し
た

文
書
に
お
い
て
「
リ
バ
ゴ
ル
サ
伯
領
」
の
修
道
院
と
し
て
記
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
東
岸
に
所
在
す
る
ラ
バ

シ
ュ
修
道
院
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
、
一
〇
世
紀
末
葉
の
伯
ア
ル
ナ
ル
ド

の
寄
進
文
書
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
「
リ
バ
ゴ
ル
サ
伯
領
」
の
修
道
院
と
し
て

登
場
す
る
�

。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
修
道
院
に
寄
進
・
売
却
さ
れ
た
土
地
の
所

在
地
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
リ
バ
ゴ
ル
サ
伯
領
に
あ
る
イ
ス

ク
レ
ス
城
（castro

A
ciscles,

qu
i

est
in

com
itatu

        
           
        
    
     

R
ipacorsen

ce

  
         
  
）」

と
い
っ
た
表
現
も
一
〇
世
紀
後
半
か
ら
書
記
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
よ
う
に
な
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る
�

。
し
た
が
っ
て
、
コ
ミ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
い
う
言
葉
の
登
場
と
ほ
ぼ
時
期

を
同
じ
く
し
て
、
同
河
谷
は
「
リ
バ
ゴ
ル
サ
伯
領
」
の
な
か
に
あ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ピ
エ
ー
ル
・
ボ
ナ
シ
ィ
は
、
一
〇
世
紀
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に
お
け
る
伯
領
が

同
名
の
パ
ー
グ
ス
の
枠
組
に
ほ
ぼ
つ
ね
に
一
致
す
る
と
し
、
語
の
真
の
意
味

で
自
生
的
な
単
位
で
あ
っ
た
と
し
た
�

。
い
い
か
え
れ
ば
、
伯
領
と
い
う
単

位
は
本
来
パ
ー
グ
ス
の
枠
組
み
を
母
体
と
し
て
い
る
の
で
、
潜
在
的
に
伯
よ

り
も
先
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
問
題
は
そ
れ
ほ
ど
単
純

で
は
な
い
。
歴
代
の
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
伯
か
ら
ラ
モ
ン
一
世
へ
と
受
け
継
が
れ

た
の
は
、
リ
バ
ゴ
ル
サ
と
パ
リ
ャ
ー
ス
と
い
う
二
つ
の
パ
ー
グ
ス
で
あ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
ベ
ル
ナ
ル
ド
、
ミ
ロ
、
リ
ョ
ッ
プ
を
筆
頭
と
す
る
三
つ
の
系
統
が

分
か
れ
て
、
統
治
の
中
心
は
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
渓
谷
、
す
な
わ
ち
エ
セ
ラ
＝

イ
サ
ベ
ナ
河
谷
、
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
河
谷
、
ノ
ゲ
ー
ラ
・
パ

リ
ャ
レ
サ
河
谷
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
地
理
的
に
隔
絶
し
た
渓
谷

が
人
々
の
基
本
的
な
生
活
空
間
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
リ
バ
ゴ
ル
サ
と

パ
リ
ャ
ー
ス
と
い
う
二
つ
の
パ
ー
グ
ス
が
全
体
と
し
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と

い
っ
て
も
、
実
効
的
な
支
配
は
渓
谷
ご
と
に
分
断
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
の
系
統
が
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ

ゴ
ル
サ
ー
ナ
河
谷
に
勢
力
を
拡
大
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
も
と
も
と
パ
リ
ャ
ー

ス
の
パ
ー
グ
ス
に
含
ま
れ
て
い
た
同
河
谷
が
リ
バ
ゴ
ル
サ
の
コ
ミ
タ
ー
ト
ゥ

ス
に
「
編
入
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
コ
ミ
タ
ー
ト
ゥ
ス
は

パ
ー
グ
ス
の
枠
組
と
は
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ

の
場
合
の
コ
ミ
タ
ー
ト
ゥ
ス
は
パ
ー
グ
ス
と
は
異
な
り
、
伯
に
よ
っ
て
、
あ

る
い
は
伯
の
支
配
を
受
け
入
れ
た
人
び
と
の
認
識
に
よ
っ
て
、
そ
の
枠
組
が

い
か
よ
う
に
も
変
化
し
う
る
純
粋
に
政
治
的
な
領
域
、
簡
単
に
い
え
ば
、
あ

く
ま
で
も
伯
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
領
域
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
　
　

四　

渓
谷
・
パ
ー
グ
ス
・
カ
ス
ト
ル
ム

　
　
　
　
　
　
　

―
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
流
域
―

　

文
書
主
義
が
比
較
的
強
固
に
根
づ
い
て
い
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
全
体
に
い
え

る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
あ
る
土
地
が
譲
渡
の
対
象
と

な
っ
た
場
合
、
そ
の
所
在
地
、
周
囲
の
隣
接
物
、
土
地
の
面
積
、
さ
ら
に
は

そ
れ
を
譲
渡
主
が
所
有
す
る
に
い
た
っ
た
経
緯
な
ど
が
文
書
に
記
さ
れ
る
の

が
通
例
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
八
四
五
年
六
月
の
土
地
売
却
文
書
で
は
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
私
は
、
私
の
両
親
の
自
有
地
の

う
ち
で
私
に
帰
属
す
る
耕
地
を
貴
方
に
売
却
す
る
。
そ
の
耕
地
は
ア
レ
ン
渓

谷
の
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ン
の
家
と
呼
ば
れ
る
ロ
ク
ス
に
あ
る
。
東
は
ア
ル
ダ

リ
ク
ス
の
耕
地
、
西
は
テ
オ
デ
ィ
ラ
ヌ
ス
の
耕
地
（
と
隣
接
し
て
い
る
）」 �
。

こ
こ
で
は
、
土
地
の
所
在
地
が
「
渓
谷
」
と
い
う
広
い
枠
組
で
表
示
さ
れ
、
そ

れ
に
続
い
て
ロ
ク
ス
名
、
さ
ら
に
所
有
者
の
名
前
を
と
も
な
っ
た
耕
地
が
隣

接
物
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
口
に
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
河
谷
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
こ

の
場
合
の
ア
レ
ン
渓
谷
の
よ
う
に
、
数
々
の
支
流
が
穿
っ
た
小
渓
谷
や
下
位

の
領
域
区
分
に
よ
っ
て
分
節
化
さ
れ
て
い
る
。
ア
ラ
オ
ン
修
道
院
に
よ
る
土

地
の
集
積
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
た
た
め
に
、
関
係
す
る
史
料
所
見
も
比
較
的

早
く
か
ら
検
出
さ
れ
る
同
河
川
下
流
域
か
ら
順
に
み
て
ゆ
こ
う
。
ま
ず
東
岸

で
は
、
ア
ス
プ
ル
ガ
フ
レ
ー
ダ
渓
谷
（valle

S
pu

lcafreta

       
  
        
） � 

、
タ
ム
ル
シ

ア
川
流
域
一
帯
か
ら
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
西
岸
に
お
よ
ぶ
比
較

的
広
い
領
域
が
オ
リ
ッ
ト
渓
谷
（valle

O
rriten

se

       
      
  
）
ま
た
は
「
パ
ー
グ
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ス
・
オ
リ
テ
ン
セ
（pagu

s
O

rriten
se

    
   
      
  
）」 �
、
ミ
ラ
ー
リ
ェ
ス
川
流
域
が

リ
ャ
ス
タ
ー
リ
渓
谷
（valle

L
astarien

si

       
        
  
） �
、
そ
の
河
口
付
近
が
ベ
イ
ラ

渓
谷
（valle

V
eira

       
    
） �
、
そ
し
て
ノ
ゲ
ー
ラ
・
ダ
・
ト
ー
川
流
域
が
「
テ
ラ
・

カ
ス
テ
ロ
ネ
ン
セ
（terra

C
astellon

en
se

       
        
  
  
）」 �
、
そ
の
上
流
域
が
リ
ェ
ス

プ
渓
谷
（valle

S
petan

a
       
     
 
） �
、
さ
ら
に
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川

の
最
上
流
域
が
前
述
の
よ
う
に
バ
ラ
ベ
ス
渓
谷
（valle

A
rraven

sis

       
      
   
） �
と

そ
れ
ぞ
れ
呼
ば
れ
て
い
る
。
つ
い
で
西
岸
で
は
、
バ
リ
エ
ラ
川
河
口
付
近
が

ア
レ
ン
渓
谷
（valle

A
rin

ien
se

       
   
   
  
） � 

、
そ
の
上
流
が
ソ
ペ
ル
ン
渓
谷

（valle
S

u
pertru

n
go

       
 
      
 
  
） �
、
オ
ビ
ス
川
流
域
が
ベ
リ
ャ
シ
ア
渓
谷
（valle

      

V
ellasia

 
       
） � 

、
さ
ら
に
北
の
バ
レ
リ
ア
川
流
域
が
セ
ニ
ン
渓
谷
（valle

      

S
in

gicti

 
  
     
） �
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
う
ち
、
と
く
に
東
岸
の
オ
リ
ッ
ト
渓
谷
は
、
む
し
ろ
「
パ
ー
グ

ス
・
オ
リ
テ
ン
セ
」
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
は
る
か
に
多
い
。

パ
ー
グ
ス
ま
た
は
コ
ミ
タ
ー
ト
ゥ
ス
の
下
位
区
分
に
パ
ー
グ
ス
の
名
称
が
与

え
ら
れ
た
ケ
ー
ス
は
、
パ
リ
ャ
ー
ス
の
ア
ナ
ウ
、
カ
ル
ド
ス
、
テ
ィ
ル
ビ
ア

渓
谷
が
そ
れ
ぞ
れ
パ
ー
グ
ス
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に 
� 

、
か
な
ら
ず
し
も

め
ず
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
「
パ
ー
グ
ス
・
オ
リ
テ
ン
セ
」
の
場
合
、

そ
の
初
出
が
八
〇
六
年
か
ら
八
一
四
年
と
な
っ
て
お
り
、
パ
ー
グ
ス
が
下
位

の
領
域
区
分
に
適
用
さ
れ
た
例
と
し
て
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
全
体
で
最
も
早
い

ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
�

。
な
お
、
オ
リ
ッ
ト
の
場
合
、

渓
谷
と
パ
ー
グ
ス
と
が
同
一
の
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば

ト
ロ
ゴ
な
る
ウ
ィ
ラ
が
オ
リ
ッ
ト
渓
谷
に
あ
る
と
記
さ
れ
た
り
「
パ
ー
グ

ス
・
オ
リ
テ
ン
セ
」
に
あ
る
と
記
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
�

。
そ
の
一
方
で
、
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
西
岸
の
ア
ラ
オ
ン

修
道
院
が
一
貫
し
て
「
パ
ー
グ
ス
・
オ
リ
テ
ン
セ
」
の
領
域
内
に
所
在
し
て

い
る
こ
と
か
ら
�

、
そ
の
領
域
は
同
河
川
西
岸
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
般
に
渓
谷
と
い
っ
た
場
合
に
想
像
さ
れ
る
の
と
は

異
な
り
、
こ
の
場
合
の
「
渓
谷
」
は
た
ん
に
地
形
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
お
そ
ら
く
は
厳
密
に
領
域
画
定
さ
れ
た
語
の
真
の
意
味
で
の
領
域
区
分

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

前
述
の
渓
谷
の
名
称
は
、
大
半
が
城
塞
の
所
在
す
る
定
住
地
の
名
称
か
ら

と
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
リ
ッ
ト
、
リ
ャ
ス
タ
ー
リ
、
カ
ス
テ

リ
ョ
・
ダ
・
ト
ー
、
ア
レ
ン
、
ソ
ペ
ル
ン
、
ベ
リ
ャ
シ
ア
、
セ
ニ
ン
が
そ
う

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
渓
谷
に
は
一
つ
な
い
し
複
数
の
城
塞
が
所
在

し
、
複
数
の
城
塞
が
所
在
す
る
場
合
に
は
、
渓
谷
の
領
域
が
複
数
の
下
位
区

分
に
分
か
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
表
１
の
城
塞
（
カ
ス
ト
ル
ム

﹇castru
m

      
 

﹈、
カ
ス
テ
ッ
ル
ム
﹇castellu

m

        
 

﹈）
の
初
出
年
代
に
よ
る
と
、
オ

リ
ッ
ト
を
筆
頭
に
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
東
岸
で
城
塞
の
言
及
が

比
較
的
早
期
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
注
意
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
所
見
が
城
塞
の
初
出
年
代
で
あ
っ

て
、
建
設
年
代
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の
情
報
源
が

も
っ
ぱ
ら
修
道
院
証
書
集
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
、
大
き
な
足
枷
と
な
っ
て

く
る
。
以
上
に
挙
げ
た
城
塞
は
、
こ
の
地
域
で
唯
一
の
私
有
城
塞
で
あ
っ
た

ソ
ペ
イ
ラ
を
除
け
ば
、
修
道
院
に
譲
渡
さ
れ
た
土
地
の
所
在
地
を
表
示
す
る

際
に
言
及
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
場
合
に
は
修
道
院
が
城

塞
近
郊
の
土
地
を
購
入
や
寄
進
を
つ
う
じ
て
獲
得
し
な
い
か
ぎ
り
、
城
塞
は

史
料
に
登
場
し
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
流
域
に
お
け
る
城
塞
の
数

は
比
較
的
多
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
表
１
の
二
一
の
城
塞
は
お

お
よ
そ
六
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
狭
い
領
域
の
な
か
に
点
在
し
て
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い
る
。
し
か
も
一
つ
の
渓
谷
に
一
つ
以
上
の
城
塞
が
し
ば
し
ば
渓
谷
底
部
を

貫
く
要
路
を
防
衛
す
る
形
で
系
統
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る 
� 

。
城

塞
間
の
平
均
距
離
を
一
律
に
は
じ
き
だ
し
て
、
パ
リ
ャ
ー
ス
の
城
塞
の
密
度

は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
全
体
で
最
も
低
か
っ
た
と
い
っ
た
説
明
が
し
ば
し
ば
な
さ

れ
る
が
、
そ
れ
は
つ
ね
に
現
在
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
自
治
州
の
境
界
で
あ
る
ノ

ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
東
岸
以
東
の
デ
ー
タ
で
あ
り
、
空
間
的
な
一

体
性
を
も
っ
て
い
た
渓
谷
ご
と
の
地
理
的
・
歴
史
的
経
緯
を
無
視
し
た
説
明

に
す
ぎ
な
い 
� 

。
ま
た
、
そ
も
そ
も
ピ
レ
ネ
ー
諸
地
域
は
自
然
の
障
壁
に

よ
っ
て
周
囲
と
は
隔
絶
さ
れ
て
い
る
の
で
、
防
衛
に
適
し
た
渓
谷
そ
の
も
の

が
ロ
ー
マ
期
以
前
か
ら
重
要
な
生
活
単
位
と
な
っ
て
い
て
、
城
塞
は
防
衛
や

領
域
の
組
織
化
と
い
う
点
で
副
次
的
な
役
割
し
か
担
っ
て
い
な
か
っ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
る 
� 

。
け
れ
ど
も
、
ピ
レ
ネ
ー
諸
地
域
の
中
で
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ

バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
流
域
ほ
ど
、
城
塞
が
早
い
時
期
か
ら
戦
略
的
に
配
置
さ
れ

て
い
た
よ
う
に
み
え
る
地
域
は
ほ
か
に
な
い
こ
と
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き

た
い
。

　

先
に
あ
え
て
領
域
区
分
と
し
て
登
場
す
る
渓
谷
を
挙
げ
た
。
そ
れ
ら
は
、

前
述
の
よ
う
に
城
塞
拠
点
の
地
名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

じ
つ
を
い
う
と
、
そ
う
し
た
領
域
区
分
は
城
塞
の
付
属
領
域
と
し
て
登
場
す

る
の
が
む
し
ろ
通
例
で
あ
っ
て
、
渓
谷
と
い
う
言
葉
を
検
出
す
る
方
が
は
る

か
に
困
難
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
と
き
に
は
一
つ
の
渓
谷
よ
り
も
ず
っ

と
狭
い
下
位
区
分
を
な
し
て
い
た
り
、
逆
に
複
数
の
渓
谷
に
ま
た
が
っ
て
い

た
り
も
す
る
が
、
通
常
は
同
一
の
領
域
が
さ
ま
ざ
ま
な
表
示
方
法
と
と
も
に

城
塞
の
付
属
領
域
と
し
て
登
場
し
、
そ
れ
が
と
き
お
り
渓
谷
と
し
て
も
言
及

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
典
型
的
な
表
示
方
法
と
し
て
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
私
は
貴
方
に
、
ア
ウ
レ
ッ
ト
城
の
付
属
領

域
に
お
け
る
、
ア
ベ
リ
ャ
ー
ナ
と
呼
ば
れ
る
ロ
ク
ス
に
あ
る
私
の
耕
地
を
売

却
す
る
」 �
。

　

表
１
を
参
照
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
領
域
呼
称
の
う
え
で
は
カ
ス

ト
ル
ム
を
筆
頭
と
す
る
城
塞
領
域
の
所
見
が
渓
谷
の
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と

多
く
、
か
つ
時
間
的
に
も
先
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
と
く
に
テ
リ
ト
リ
ウ
ム

（territoriu
m

          
 

）
や
ス
ブ
ウ
ル
ビ
ウ
ム
（su

bu
rbiu

m

  
  
    
 

）
は
、
本
来
は
ロ
ー
マ

＝
西
ゴ
ー
ト
期
の
キ
ウ
ィ
タ
ー
ス
（civitas

       
）
の
管
轄
領
域
に
関
係
す
る
言

葉
で
あ
る
�

。
こ
う
し
た
ロ
ー
マ
＝
西
ゴ
ー
ト
期
の
用
語
法
の
継
承
と
歪
曲

化
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
西
の
イ
サ
ベ
ナ
河
谷
で
は
九
五
六
年
に
司
教
座

が
お
か
れ
た
城
塞
集
落
ロ
ダ
・
デ
・
イ
サ
ベ
ナ
や
�

、
ア
ン
ダ
ル
ス
と
の
辺

境
地
帯
に
位
置
し
て
い
た
フ
ァ
ン
ト
ー
バ
�

、
東
で
は
二
つ
の
定
住
核
で
構

成
さ
れ
て
い
た
セ
ウ
・
ド
ゥ
ル
ジ
ェ
イ
の
城
塞
集
落
カ
ス
テ
ル
シ
ウ
タ
ー
�

な
ど
が
ま
さ
し
く
キ
ウ
ィ
タ
ー
ス
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
全
域

に
広
く
み
ら
れ
た
現
象
な
の
で
驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
。
た
だ
、
以
上
の
よ

う
に
土
地
の
所
在
地
が
城
塞
領
域
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
る
表
示
方
法
は
、
パ

リ
ャ
ー
ス
お
よ
び
リ
バ
ゴ
ル
サ
以
外
で
は
、
い
か
に
早
く
と
も
八
八
〇
年
頃

か
ら
少
し
ず
つ
増
え
て
ゆ
く
に
す
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
、
パ
リ
ャ
ー
ス
と
隣

接
す
る
ウ
ル
ジ
ェ
イ
で
は
、
八
九
六
年
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
に
対

し
て
�

、
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
流
域
で
は
、
九
世
紀
前
半
か
ら

河
谷
全
体
が
城
塞
領
域
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
埋
め
つ
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
八

二
三
年
初
出
の
ア
レ
ン
の
領
域
は
、
八
一
七
年
に
初
出
す
る
ノ
ゲ
ー
ラ
・
パ

リ
ャ
レ
サ
川
流
域
の
ア
ル
ブ
ロ
の
城
塞
領
域
�

に
次
い
で
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

全
体
で
二
番
目
に
早
い
所
見
で
あ
る
。
他
方
、
西
方
の
ア
ラ
ゴ
ン
や
ナ
バ
ー

ラ
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
ピ
レ
ネ
ー
山
中
の
交
通
路
を
監
視
す
べ
く
城
塞
が

幾
つ
か
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
修
道
院
の
帰
属
領
域
の
内
部
、
あ
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る
い
は
そ
の
境
界
標
識
と
し
て
登
場
す
る
だ
け
で
あ
る
�

。
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ

バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
流
域
で
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
城
塞
領
域
の
内
部
に
修
道

院
が
所
在
す
る
と
い
う
形
を
と
る
の
で
あ
る
。

　

ガ
ス
パ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
ウ
は
、
パ
リ
ャ
ー
ス
＝
リ
バ
ゴ
ル
サ
で
は
城
塞
を

意
味
す
る
カ
ス
ト
ル
ム
と
カ
ス
テ
ッ
ル
ム
と
い
う
言
葉
が
混
同
さ
れ
て
使
用
さ

れ
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
�

。
こ
の
主
張
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
明
白
で

あ
る
。
人
々
が
山
岳
地
帯
に
居
を
移
す
と
い
う
現
象
は
、
何
も
イ
ス
ラ
ー
ム

侵
攻
の
時
期
に
特
有
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ロ
ー
マ
帝
政
末
期
の
社
会

経
済
的
危
機
の
最
中
に
も
、
よ
り
安
全
な
高
地
に
身
を
隠
す
こ
と
が
頻
繁
に
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
カ
ス
テ
ッ
ル
ム
や
オ
ッ
ピ
ド
ゥ
ム（oppidu

m

      
 

）

と
呼
ば
れ
る
防
備
定
住
地
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
ま
ま
あ
っ
た
�

。
そ
れ
ら

は
し
ば
し
ば
既
存
の
定
住
地
の
そ
ば
に
形
成
さ
れ
た
た
め
、
二
重
村
落
と
い

う
形
態
を
と
る
こ
と
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
の
セ
ウ
・
ド
ゥ
ル
ジ
ェ
イ

は
、
司
教
座
聖
堂
教
会
が
所
在
す
る
定
住
核
と
、
カ
ス
テ
ッ
ル
ム
を
中
心
に

形
成
さ
れ
た
定
住
核
か
ら
な
る
二
重
村
落
の
典
型
例
で
あ
る
�

。
フ
ェ
リ
ウ

は
こ
の
場
合
と
同
様
に
、
パ
リ
ャ
ー
ス
の
城
塞
が
も
と
も
と
ロ
ー
マ
帝
政
末

期
に
建
設
さ
れ
た
カ
ス
テ
ッ
ル
ム
で
あ
っ
て
、
表
１
の
よ
う
に
カ
ス
ト
ル
ム

と
書
か
れ
る
の
は
単
な
る
言
葉
の
誤
り
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
先
進
性
は
、
彼
に
よ
れ
ば
逆
に
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
と

み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
主
張
が
孕
む
重
要
な
問
題
を
フ
ェ
リ
ウ
は
み
す
ご
し
て

い
る
。
イ
タ
リ
ア
中
部
の
ラ
テ
ィ
ウ
ム
�

、
南
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
�

や
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
�

、
さ
ら
に
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に
い
た
る
ま
で
、
カ
ス

テ
ッ
ル
ム
と
い
う
言
葉
は
城
塞
建
築
も
し
く
は
防
備
定
住
地
そ
の
も
の
を
意

味
す
る
の
が
通
例
で
そ
も
そ
も
領
域
的
な
概
念
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
某

カ
ス
ト
ル
ム
の
付
属
領
域
に
お
い
て
（in

apen
ditio

de
castro

X

  
     
                 

）」
が

カ
ス
テ
ッ
ル
ム
と
混
同
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
っ
て
も
、
表
１
で
最
も
頻

繁
に
登
場
す
る
「
某
カ
ス
ト
ル
ム
に
お
い
て
（in

castro
X

  
         

）」
が
カ
ス
テ
ッ

ル
ム
で
あ
る
可
能
性
は
や
は
り
あ
り
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
仮
に
ロ
ー

マ
帝
政
末
期
の
カ
ス
テ
ッ
ル
ム
の
周
囲
に
付
属
領
域
が
編
成
さ
れ
て
、
そ
れ

が
カ
ス
ト
ル
ム
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
よ
う
。
そ
の
場
合
、
一
般

に
バ
ン
領
主
制
に
代
表
さ
れ
る
強
権
的
な
領
主
支
配
の
成
立
と
連
動
す
る
も

の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
イ
ン
カ
ス
テ
ラ
メ
ン
ト
現
象
が
、
ロ
ー
マ
帝
政
末
期

の
城
塞
を
核
と
し
て
芽
吹
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
イ
ン
カ
ス
テ
ラ
メ

ン
ト
・
モ
デ
ル
は
社
会
構
造
の
急
激
な
転
換
が
あ
っ
た
と
す
る
断
絶
論
を
基

調
と
し
て
お
り
、
フ
ェ
リ
ウ
自
身
も
そ
れ
を
認
め
て
い
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
カ
ス
ト
ル
ム
と
い
う
言
葉
が
領
域
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
の
意
味
を
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
あ
ら
た
め
て
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
。

南
フ
ラ
ン
ス
諸
地
域
に
お
い
て
カ
ス
ト
ル
ム
が
領
域
を
意
味
す
る
よ
う
に
な

る
に
は
、
一
一
世
紀
後
半
、
こ
と
に
よ
っ
て
は
一
二
世
紀
を
待
た
な
く
て
は

な
ら
な
い
�

。
も
ち
ろ
ん
そ
の
段
階
に
は
、
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
な
単
一
の

城
塞
集
落
の
領
域
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
幾
つ
も
の
定
住
地
を
内
包
す

る
パ
ー
グ
ス
な
い
し
コ
ミ
タ
ー
ト
ゥ
ス
の
下
位
区
分
と
し
て
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
で
は
、
後
者
の
例
と
し
て
「
某
ウ
ィ
カ
ー
リ
ア
に
お
い

て
（in

vicaria
X

  
          

）」
と
い
う
表
現
が
と
き
お
り
用
い
ら
れ
る 
� 

。
こ
の
ウ
ィ

カ
ー
リ
ア
と
い
う
言
葉
は
、
伯
の
公
役
人
ウ
ィ
カ
ー
リ
ウ
ス
（vicariu

s

       
 
）
の

管
轄
区
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
実
態
は
逆
で
、
も
と
も
と
は
ロ
ー
マ
期
の

散
居
定
住
地
で
あ
る
ウ
ィ
ク
ス
（vicu

s

    
 
）
に
由
来
す
る
領
域
概
念
で
あ
り
、

む
し
ろ
ウ
ィ
カ
ー
リ
ウ
ス
が
ウ
ィ
カ
ー
リ
ア
か
ら
派
生
し
た
と
想
定
さ
れ
て

い
る
�

。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
起
源
を
つ
き
と
め
る
の
が
お
よ
そ
不
可
能
な
ほ
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ど
古
い
領
域
の
記
憶
が
、
こ
の
地
で
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

他
方
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
お
け
る
ウ
ィ
ク
ス
は
、
ロ
ー
マ
＝
西
ゴ
ー
ト
支

配
が
貫
徹
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
山
岳
地
帯
に
も
っ
ぱ
ら
分
布
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ロ
ー
マ
期
以
前
か
ら
の
先
住
民
の
定
住
地
に
由
来
す
る
も
の
と
想

定
さ
れ
て
い
る
�

。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
は
、
有
名
な
と
こ
ろ
で
ビ
ク（V

ic

 
  
）が

挙
げ
ら
れ
る
し
、
ま
た
八
三
九
年
に
奉
献
さ
れ
た
ウ
ル
ジ
ェ
イ
司
教
座
聖
堂

教
会
は
「
ウ
ィ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
ロ
ク
ス
（loco

qu
i

dicitu
r

V
icu

s

       
        
   
   
 
）」
に

所
在
し
、
こ
れ
が
セ
ウ
・
ド
ゥ
ル
ジ
ェ
イ
の
一
方
の
定
住
核
に
相
当
す
る
�

。

マ
ヌ
エ
ル
・
リ
ウ
や
ガ
ス
パ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
ウ
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
は
こ

う
し
た
ウ
ィ
ク
ス
の
領
域
が
「
某
渓
谷
に
お
い
て
」
と
い
う
形
で
登
場
す
る

と
し
て
い
る
か
ら
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
ウ
ィ
カ
ー
リ
ア
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の

「
渓
谷
」
は
実
態
と
し
て
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
�

。
こ
う
し

て
、
こ
れ
ら
の
古
い
空
間
組
織
が
残
存
す
る
な
か
で
は
、
城
塞
が
重
要
な
地

位
を
占
め
る
こ
と
は
け
っ
し
て
な
か
っ
た
と
い
う
結
論
に
達
し
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。
事
実
、
ウ
ィ
ク
ス
と
カ
ス
テ
ッ
ル
ム
か
ら
な
る
セ
ウ
・
ド
ゥ
ル

ジ
ェ
イ
の
領
域
が
カ
ス
ト
ル
ム
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
ず
っ
と
遅
れ
て
九

二
一
年
に
な
っ
て
か
ら
な
の
で
あ
る
�

。

　

ふ
た
た
び
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
流
域
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。

前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
地
域
で
は
「
某
カ
ス
ト
ル
ム
に
お
い
て
」
と
い
う
表

現
が
「
某
渓
谷
に
お
い
て
」
と
い
う
表
現
よ
り
も
先
ん
じ
て
い
て
、
よ
り
頻

繁
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
す
で
に
一
つ
の
渓
谷
領
域
が

複
数
の
カ
ス
ト
ル
ム
領
域
に
分
か
た
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
城
塞
を
核
と
し

た
領
域
区
分
が
早
期
に
登
場
す
る
し
、
カ
ス
ト
ル
ム
と
い
う
言
葉
自
体
が
領

域
的
な
概
念
と
し
て
登
場
す
る
の
も
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
み
な
ら
ず
地
中
海

沿
岸
部
諸
地
域
で
最
も
早
期
の
例
の
一
つ
と
い
う
こ
と
さ
え
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
氏
族
名
を
冠
し
た
ウ
ィ
ク
ス
が
し

ば
し
ば
登
場
す
る
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に
あ
っ
て
、
こ
の
地
域
で
は
ウ
ィ
ク
ス
の

所
見
も
そ
れ
に
由
来
す
る
地
名
も
検
出
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
古
い
領
域

区
分
が
一
掃
さ
れ
、
複
数
の
カ
ス
ト
ル
ム
領
域
に
分
節
化
さ
れ
た
地
域
が
す

で
に
九
世
紀
前
半
の
段
階
で
編
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
る
べ
く
、
以
下
で
は
カ
ス
ト
ル
ム
領
域
の

内
部
構
造
を
、
情
報
量
が
最
も
豊
富
な
オ
リ
ッ
ト
の
そ
れ
を
例
に
と
っ
て
検

討
し
て
み
た
い
。
表
２
は
、
同
領
域
内
部
に
分
布
す
る
城
塞
、
修
道
院
、
主

要
な
ウ
ィ
ラ
お
よ
び
ロ
ク
ス
の
一
覧
で
あ
る
。
オ
リ
ッ
ト
の
カ
ス
ト
ル
ム
領

域
は
、
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
東
岸
か
ら
西
岸
に
お
よ
ぶ
か
な
り

広
大
な
領
域
で
あ
っ
た
（
地
図
）。
な
お
、
境
界
地
点
と
し
た
ウ
ィ
ラ
ま
た
は

ロ
ク
ス
は
、
ア
レ
ン
、
ベ
リ
ャ
シ
ア
、
ミ
ラ
ー
リ
ェ
ス
と
い
っ
た
別
の
カ
ス

ト
ル
ム
領
域
に
お
い
て
も
と
き
お
り
登
場
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
し
た

が
え
ば
、
西
岸
で
は
、
河
川
沿
い
に
南
北
に
細
長
く
伸
び
た
領
域
が
ア
レ
ン

お
よ
び
ベ
リ
ャ
シ
ア
の
領
域
と
隣
接
し
て
い
て
、
東
岸
で
は
、
ミ
ラ
ー
リ
ェ

ス
川
と
ア
ス
プ
ル
ガ
フ
レ
ー
ダ
渓
谷
と
の
間
で
東
西
に
伸
び
た
領
域
が
ミ

ラ
ー
リ
ェ
ス
の
領
域
と
隣
接
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
東
岸
の
領
域

の
東
端
に
つ
い
て
は
、
ア
ス
プ
ル
ガ
・
ダ
・
セ
ッ
ラ
が
ビ
ウ
・
ダ
・
リ
ャ

バ
ー
タ
の
カ
ス
ト
ル
ム
領
域
に
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
�

、
ち
ょ
う
ど
同
地

の
あ
た
り
で
そ
の
領
域
と
隣
接
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
他
方
、
こ
の
広

大
な
領
域
に
は
ソ
ペ
イ
ラ
の
カ
ス
ト
ル
ム
領
域
や
、
一
〇
世
紀
末
葉
に
モ
ン

タ
ニ
ャ
ー
ナ
の
城
塞
領
域
が
定
着
す
る
ま
で
パ
ー
グ
ス
の
南
限
を
な
し
て
い

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
ア
ス
プ
ル
ガ
フ
レ
ー
ダ
渓
谷
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、

い
わ
ば
複
層
構
造
を
な
し
て
い
る
。
と
く
に
ソ
ペ
イ
ラ
は
西
岸
に
位
置
す
る
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が
、「
ソ
ペ
イ
ラ
か
ら
流
れ
る
川
（rigo

qu
i

discu
rrit

de
S

u
petra

       
       
         
 
     
）」

が
東
岸
の
オ
ロ
ー
ベ
な
る
ウ
ィ
ラ
の
内
部
に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
�

、
ソ

ペ
イ
ラ
領
域
も
ま
た
西
岸
か
ら
東
岸
に
跨
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
も
と
も
と
ウ
ィ
ラ
か
ロ
ク
ス
と
呼
ば
れ
て
い
た
サ
ペ
イ
ラ
と

ト
ロ
ゴ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
七
九
年
と
九
八
四
年
に
「
付
属
領
域
に
お
い
て

（in
apen

dicio

  
     
     
）」
と
い
う
表
現
と
と
も
に
、
下
位
の
領
域
区
分
と
し
て
登

場
す
る
よ
う
に
な
る
�

。

　

つ
い
で
領
域
の
内
部
に
散
在
す
る
ウ
ィ
ラ
と
ロ
ク
ス
に
目
を
転
じ
て
み
よ

う
。
一
見
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
カ
ス
ト
ル
ム
領
域
と
ウ
ィ
ラ
ま
た
は

ロ
ク
ス
と
の
間
に
は
あ
る
種
の
序
列
関
係
が
あ
る
。
し
か
し
ウ
ィ
ラ
と
ロ
ク

ス
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
対
象
が
ウ
ィ
ラ
と
呼
ば
れ
た
り
ロ
ク
ス
と

呼
ば
れ
た
り
す
る
の
で
、
い
さ
さ
か
判
然
と
し
な
い
。
た
と
え
ば
オ
リ
ベ
ー

ラ
な
る
ウ
ィ
ラ
は
、
八
四
六
年
に
サ
ン
・
ジ
ェ
ニ
ス
教
会
と
も
ど
も
ア
ラ
オ

ン
修
道
院
に
売
却
さ
れ
た
単
一
の
所
有
者
の
農
業
経
営
中
心
と
し
て
登
場
す

る
�

。
と
こ
ろ
が
八
五
一
年
に
は
ロ
ク
ス
と
し
て
ふ
た
た
び
登
場
し
、
そ
の

内
部
に
は
フ
ァ
ブ
リ
カ
な
る
ウ
ィ
ラ
が
存
在
し
て
い
る 
� 

。
こ
の
場
合
、

ウ
ィ
ラ
は
単
一
の
所
有
者
家
族
に
帰
属
す
る
経
営
中
心
と
し
て
用
い
ら
れ
、

ロ
ク
ス
は
そ
れ
ら
を
内
に
含
む
一
種
の
村
落
領
域
と
し
て
現
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
り
、
い
ち
お
う
区
別
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
オ
リ
ベ
ー
ラ
と
い

う
同
一
の
地
名
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
ま
ず
経
営
中
心
と
し
て
の
ウ
ィ
ラ
が

形
成
さ
れ
、
そ
の
周
囲
に
入
植
や
開
墾
を
つ
う
じ
て
新
た
な
経
営
領
域
が
創

出
さ
れ
た
た
め
に
、
全
体
が
最
初
の
経
営
中
心
の
名
称
を
継
承
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
と
類
似
の
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
ト
ロ
ゴ
な
る
ウ
ィ
ラ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

表
３
は
、
九
世
紀
に
取
引
さ
れ
た
同
地
所
在
の
土
地
財
産
の
一
覧
で
あ
る
。

こ
こ
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ト
ロ
ゴ
は
、
八
八
〇
年
頃
を
境
に
ロ
ク
ス
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
だ
が
、
オ
リ
ベ
ー
ラ
の
よ
う
に
、
経
営
中
心
と
し
て

の
ウ
ィ
ラ
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
領
域
と
し
て
の
ロ
ク
ス
と
い
う
関
係
は
こ

こ
で
は
は
っ
き
り
と
出
て
こ
な
い
。
八
三
八
年
に
ウ
ィ
ラ
の
四
分
の
一
が
売

却
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
登
場
す
る
ウ
ィ
ラ
は
む
し
ろ
複
数
の
所
有
者
の

地
片
が
混
在
す
る
村
落
と
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
と
ロ
ク
ス
は
構

造
的
に
異
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
実
際
、
九
世
紀
以
降

の
ウ
ィ
ラ
に
は
、
複
数
の
所
有
者
に
帰
属
す
る
地
片
の
集
合
体
と
し
て
登
場

す
る
も
の
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
こ
の
段
階
で
は
村
落
、
あ
る
い
は
た
ん
な
る

地
理
的
な
枠
組
み
と
化
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、

オ
リ
ベ
ー
ラ
の
近
隣
に
所
在
す
る
オ
ロ
ー
ベ
な
る
ウ
ィ
ラ
で
は
、
複
数
の
所

有
者
に
帰
属
す
る
一
三
も
の
地
片
が
ミ
ラ
ー
リ
ェ
ス
川
と
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ

ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
の
合
流
地
点
で
境
を
接
し
つ
つ
密
集
し
て
い
る
。
ア
ラ
オ
ン

修
道
院
は
、
八
四
一
年
か
ら
八
五
二
年
に
い
た
る
ま
で
じ
つ
に
一
〇
年
の
年

月
を
か
け
て
、
そ
れ
ら
の
地
片
を
集
中
的
に
購
入
し
た
の
で
あ
る
（
表
４
）。

　

こ
こ
で
は
、
ア
グ
ア
ル
ヌ
ス
の
子
ド
ナ
ト
ゥ
ス
が
父
の
自
有
地
か
ら
相
続

し
た
耕
地
を
、
同
じ
く
後
者
の
子
ア
ン
セ
ム
ン
ド
ゥ
ス
も
ま
た
父
の
自
有
地

か
ら
相
続
し
た
耕
地
を
そ
れ
ぞ
れ
所
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
父
子
三
代
に

わ
た
る
分
割
相
続
の
過
程
で
土
地
が
極
限
ま
で
細
分
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
他
方
、
ブ
ラ
ン
デ
リ
ク
ス
の
耕
地
は
、
カ
ル
デ
レ
ド
ゥ
ス

な
る
人
物
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
カ
ル
デ
レ
ド
ゥ
ス
は
、
ア
ン

セ
ム
ン
ド
ゥ
ス
の
耕
地
の
そ
ば
に
別
の
地
片
も
所
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
分
割
相
続
に
よ
っ
て
極
度
に
細
分
化
し
た
耕
地
が
さ
ら
に
売
買
の
対
象

と
な
る
こ
と
で
、
ウ
ィ
ラ
内
の
所
有
関
係
は
た
え
ま
な
く
複
雑
化
し
て
ゆ
く

傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
オ
ロ
ー
ベ
も
ま
た
八
五
〇
年
頃
を
境
に
ロ
ク
ス
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と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
表
４
の
耕
地
は
す
べ
て
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ

ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
の
畔
の
同
じ
場
所
に
密
集
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
合
、

ウ
ィ
ラ
か
ら
ロ
ク
ス
へ
の
変
化
は
た
ん
に
言
葉
の
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
ウ
ィ
ラ
か
ら
ロ
ク
ス
へ
と
い
う
変
化
は
、
同
時
期

の
ア
ラ
ゴ
ン
な
ど
と
比
較
す
る
と
か
な
り
異
質
で
あ
る
。
本
来
ウ
ィ
ラ
は

ロ
ー
マ
帝
政
末
期
の
農
業
経
営
の
中
心
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
単
一
の
所
有

者
に
帰
属
す
る
事
実
上
の
所
領
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、

オ
リ
ベ
ー
ラ
の
場
合
の
ウ
ィ
ラ
や
そ
の
派
生
語
で
あ
る
ウ
ィ
ラ
ー
ル

（villar

      
）
は
、
本
質
的
に
ロ
ー
マ
帝
政
末
期
の
用
語
法
の
系
譜
に
あ
っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ク
ス
は
よ
り
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
意
味
合

い
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ア
ラ
ゴ
ン
で
は
、
修
道
院
の
入
植
・
開
墾

事
業
に
よ
っ
て
ロ
ク
ス
が
ウ
ィ
ラ
に
変
化
す
る
傾
向
が
し
ば
し
ば
生
じ
て
い

た
�

。
ま
た
、
よ
り
一
般
的
に
は
、
ロ
ク
ス
は
ウ
ィ
ラ
領
域
内
部
の
様
々
な

場
所
を
指
す
の
が
通
例
で
あ
っ
て
、
オ
リ
ベ
ー
ラ
の
よ
う
に
そ
の
逆
と
い
う

の
は
め
ず
ら
し
い
。
さ
ら
に
九
世
紀
以
降
の
ウ
ィ
ラ
に
は
、
オ
ロ
ー
ベ
の
よ

う
に
事
実
上
の
村
落
と
呼
ぶ
ほ
か
な
い
も
の
が
頻
繁
に
登
場
し
て
く
る
が
、

そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
段
階
で
ウ
ィ
ラ
と
い
う
言
葉
が
失
わ
れ
て
ゆ
く

こ
と
は
通
常
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
傾
向
が
地
中
海
沿
岸
部
諸
地
域
で
一
般
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
リ
ズ
ム
に
偏
差
は
あ
る
も
の
の
、
城
塞
を
中

心
と
し
た
高
地
防
備
集
落
と
し
て
の
カ
ス
ト
ル
ム
の
形
成
過
程
が
始
動
す
る

一
一
世
紀
か
ら
、
今
日
も
幾
分
か
は
残
存
す
る
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
な
集
住

形
態
が
ほ
ぼ
成
立
を
み
る
一
三
世
紀
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
そ
の
あ
い
だ
に

領
主
の
居
城
を
中
心
と
し
て
、
従
来
の
散
居
型
定
住
形
態
か
ら
、
囲
壁
や
柵

で
囲
ま
れ
た
内
郭
に
家
屋
が
密
集
す
る
集
住
形
態
に
移
行
し
、
そ
の
周
囲
に

は
耕
区
や
放
牧
区
が
組
織
的
に
再
編
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
過
程
で
は
、
城
塞

を
中
心
と
し
た
カ
ス
ト
ル
ム
領
域
が
集
落
付
属
の
領
域
と
し
て
編
成
さ
れ
、

従
来
の
ウ
ィ
ラ
は
そ
の
内
部
に
取
り
こ
ま
れ
て
、
本
来
の
定
住
中
心
と
し
て

の
意
義
を
失
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
ウ
ィ
ラ
と
い
う
言

葉
は
す
ぐ
さ
ま
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
カ
ス
ト
ル
ム
と
ウ
ィ
ラ
の
併
存
と

い
う
状
態
が
一
二
世
紀
を
つ
う
じ
て
続
く
こ
と
も
あ
っ
た
が 
� 

、
一
三
世
紀

に
は
城
塞
を
備
え
た
集
落
と
そ
の
領
域
は
カ
ス
ト
ル
ム
と
呼
ば
れ
る
の
が
通

例
と
な
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
過
程
と
並
行
し
て
、
城
塞
を
も
た
な
い
村
落

が
中
世
盛
期
以
降
に
し
ば
し
ば
ロ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
こ
こ
で
は
指
摘

し
て
お
き
た
い 
� 

。

　
　
　

五　

結
論

　

本
稿
は
、
地
中
海
沿
岸
部
諸
地
域
で
一
般
に
一
一
世
紀
以
降
に
始
動
す
る

と
さ
れ
る
現
象
が
、
リ
バ
ゴ
ル
サ
で
は
早
く
も
九
世
紀
前
半
の
段
階
で
全
面

的
に
進
行
し
て
い
た
と
主
張
す
る
も
の
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
前
述
の
と
お

り
、
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
流
域
の
城
塞
群
に
は
、
九
七
一
年
に

私
人
に
よ
っ
て
ア
ラ
オ
ン
修
道
院
に
寄
進
さ
れ
た
ソ
ペ
イ
ラ
を
除
い
て
、
私

有
の
城
塞
は
検
出
さ
れ
な
い
。
む
ろ
ん
、
史
料
の
伝
来
状
況
に
起
因
す
る
面

が
か
な
り
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
各
渓
谷
に
一
つ
の
城
塞
と
い
う
比
較

的
系
統
的
な
配
置
の
仕
方
か
ら
み
て
も
、
同
河
川
流
域
の
城
塞
群
は
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
、
伯
主
導
で
組
織
的
に
創
出
さ
れ
た
軍
事
・
行
政
拠
点
と
い

う
性
格
が
や
は
り
色
濃
か
っ
た
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
カ
ス

テ
リ
ョ
・
ダ
・
ト
ー
が
パ
リ
ャ
ー
ス
伯
ラ
モ
ン
三
世
に
よ
っ
て
私
人
に
売
却

さ
れ
た
の
は
よ
う
や
く
一
〇
四
〇
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
�

。
ま
た
、
ギ
リ
ペ
ル
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ト
ゥ
ス
な
る
セ
ニ
ョ
ー
ル
（sen

ior

   
   
）
の
下
で
オ
リ
ッ
ト
と
ア
レ
ン
の
城
主

と
な
っ
て
い
た
ラ
ド
ル
フ
・
オ
リ
オ
ル
が
、
パ
リ
ャ
ー
ス
伯
ラ
モ
ン
三
世
と

い
わ
ゆ
る
「
封
建
的
約
定
（
コ
ン
ウ
ェ
ニ
エ
ン
テ
ィ
ア
﹇con

ven
ien

tia

   
   
   
   
﹈）」

を
と
り
む
す
ん
だ
の
も
、
や
は
り
同
じ
頃
で
あ
る
�

。

　

と
は
い
え
、
当
時
の
書
記
が
、
カ
ス
ト
ル
ム
や
カ
ス
テ
ッ
ル
ム
と
い
っ
た

城
塞
に
関
係
す
る
言
葉
を
使
用
し
な
が
ら
、
紀
元
千
年
以
降
に
典
型
的
な
空

間
認
知
の
様
式
を
す
で
に
先
取
り
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で

あ
る
。
た
し
か
に
そ
の
内
実
は
、
一
つ
の
城
塞
に
一
つ
の
定
住
領
域
が
対
応

す
る
よ
う
な
緊
縮
し
た
形
態
に
ま
で
発
達
し
て
お
ら
ず
、
複
数
の
定
住
地
を

内
部
に
含
む
う
え
に
、
従
来
の
渓
谷
や
ウ
ィ
ク
ス
の
領
域
を
継
承
し
た
に
す

ぎ
な
い
よ
う
な
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
特
定
の

カ
ス
ト
ル
ム
領
域
の
内
部
に
、
別
の
城
塞
を
中
心
と
す
る
下
位
区
分
が
次
第

に
創
出
さ
れ
て
き
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
城
塞
が
領
域
編

成
の
中
心
で
あ
り
、
そ
の
新
設
に
応
じ
て
空
間
が
た
え
ま
な
く
分
節
化
さ
れ

て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
確
実
に
、
九
世
紀
前
半
の
段
階
で
広
く

共
有
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
独
立
シ
ャ
テ
ル

ニ
ー
の
根
幹
を
な
す
強
権
的
な
領
主
権
力
の
発
達
も
、
そ
れ
を
地
誌
的
に
支

え
る
緊
縮
し
た
城
塞
集
落
の
形
成
も
お
よ
そ
検
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

そ
う
し
た
現
象
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
用
語
法
が
す
で
に
生
成
し
て
い
た
こ

と
が
、
こ
の
点
を
裏
書
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
紀
元
千
年
以
降
に
急
激
に

進
行
す
る
と
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
社
会
構
造
の
断
絶
に
全
面
的
に
帰

せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
九
世
紀
か
ら
き
わ
め
て
緩
や
か
に
進
行

し
つ
つ
あ
っ
た
領
域
編
成
の
変
動
過
程
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
社
会
変
動
の
始
点
で
な
く
、
む
し
ろ
長

期
に
わ
た
る
変
動
過
程
の
終
着
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

註
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P.
B

on
n

assie,
D

u
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h
ôn

e
à
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G

alice
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          S
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�　

M
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m
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d
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T
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C
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E
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F
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del
feu
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en

     
        
      
    
 

C
astilla

y
L

eón
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  E

n
torn

o
al

feu
d

alism
o

h
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ico.
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       C

on
greso

d
e

 
  
       
  

E
stu

d
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M
ed

ievales
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Á
vila,
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pp.157–256;
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M

.
M

ín

   
                            
   
  

gu
ez,

  
    L

as

 
   

socied
ad

es
feu

d
ales,

1.
A

n
teced

en
tes

      
  
      
 
          
 
     
  
   ,

form
ación

y
expan

ción

      
     
        
    
 
（siglos

       

V
I

al
X

III
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adrid,1994;Id.,A
ntecedentes
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eras
m

anifestaciones

    
      
               

del
feu

dalism
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n
torn
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feu
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a
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avarre
du

IV

 
   
            
 e  au

X
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ent
et
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ru

xelles,
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L
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orbera,

 
  
               
   
     
   
        

L
a

form
ación

d
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E
stad
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feu
d

al.
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ragón
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N
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época

   
 
     
     
    
         
         

d
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P
ed

ro
I

  
   
  
    ,H

u
esca,1996;

   
 
            
拙

稿
「
九
・
一
〇
世
紀
ア
ラ
ゴ
ン
地
方
の
農
村
構
造
―
地
域
的
類
型
化
の
試
み
―
」

『
史
学
雑
誌
』
第
一
〇
七
編
第
三
号
、
一
九
九
八
年
、
三
八
頁
―
六
三
頁
。
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féodalités

 
             ,P
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es
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sform

acion
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sen
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a
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U
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 obre
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d
el

pod
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feu
d

al

    
    
      
      
 
  
（R
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edieval
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）,V
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1997,pp.25–55.
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P.B
on
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d
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e  siècle.

         

C
roissan
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n
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      é  ,

2
vols.,

1975–1976;
B

.

  
  
       
           
 
  

C
abañero

Subiza,
 
                

Los
castillos

catalanes
del

siglo
X

.

                                   
 

C
ircunstancias

  
              

h
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y
cu
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itectón
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âcon

n
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C
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alien
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C
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P

h
.S
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M
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e
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P
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1991.
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J.
A

.
G
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C
ortázar,

O
rgan

izaci

    
   
          
          
    
     ón
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espacio,
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del
poder

en
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el
C

an
tábrico

y
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D

            
        
  
              

u
ero

en
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siglos
V

III
a

X
III,

 
      
             
       
     

D
el

C
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D
u
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T

rece
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sobre

organ
ización

social

               
       
        

d
el

espacio
en
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s.V

III
a

X
III

 
             
        
       
   ,

U
n

iversidad
de

C
an

tabria,
1999,

   
 
              
  
              

pp.15–48;Id.,E
stru

ctu
ras

sociales
                
    
   
             y

relacion
es

de
poder
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L

eón
y

          
              
  
   
   

C
astilla
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V
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a

X
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l
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form
ación
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u

n
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feu
dal,

   
     

Il
F

eu
d

alesim
o

n
ell’alto

m
ed

ioevo
   
 
  
 
      
  
 
         
 
  
     
（S

ettim
an

e
X

LV
II

 
     
  
  
 
 
 
  
）,   

S
poleto,2000,t.2,pp.497–568.

 
                              

�　

R
am

on
d’A

badal
i

de
V

in
yals,

 
  
  
    
            
  
      E

ls
com

tats
d

e
P

allars
i

R
ibagorça

 
      
      
   
          
        

（C
atalu

n
ya

carolín
gia

 
     
 
          
   ,III

     
）,  2

vols.,B
arcelon

a,1955.

           
       
         
以
下
、
こ
れ
を

参
照
す
る
際
に
はA

B
A

D
A

L

 
 
 
 
 
 

と
略
記
す
る
。F.G

altier
M

artí,

 
   
        
      R

ibagorza,

 
          

con
d

ad
o

in
d

epen
d

ien
te

d
esd

e
los

oríg

   
 
  
    
 
    
 
   
    
   
          en

es
h

asta
1025

  
    
         ,

Z
aragoza,

   
         

1981.

      
ガ
ル
テ
ィ
エ
ル
・
マ
ル
テ
ィ
は
、
も
と
も
と
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
・
美
術
の

専
門
家
で
、
ナ
バ
ー
ラ
お
よ
び
ア
ラ
ゴ
ン
の
城
塞
建
築
に
関
し
て
数
多
く
の
論
文

を
書
い
て
い
る
が
、
最
近
で
は
む
し
ろ
リ
バ
ゴ
ル
サ
の
専
門
家
と
し
て
の
評
価
の
方

が
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
く
に
『
リ
バ
ゴ
ル
サ
の
光
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
古
代
お
よ
び
中
世
初
期
リ
バ
ゴ
ル
サ
地
方
の
考
古

学
遺
物
や
建
築
遺
構
を
紹
介
す
る
任
に
あ
た
っ
て
い
る
。L

u
x

R
ipacu

rtiae

 
 
   
     
     ,4     

vols.,G
rau

s,1997–2000.

        
   
             

�　

紀
元
千
年
ま
で
の
文
書
は
、
ダ
バ
ダ
ル
の
前
掲
の
書
物
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
年
代
以
降
の
文
書
も
含
め
て
証
書
集
全
体
を
あ
ら
た
め
て
刊
行
し
た
も
の
と

し
て
、J.L

.C
orral

L
afuente,

 
   
   
       
         C

artulario
de

A
laón

 
              
    
（H

uesca

 
     
） 

,Zaragoza,

            

1984.

     
以
下
で
はC

A

 
 

と
略
記
す
る
。

�　

B
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de
la

R
eal

A
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de

la

 
                 
     
     
        

H
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C
.67,
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C
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m
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fecit
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m
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M
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A
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ibi

serv
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atqu

e
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o
R
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u

n
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R
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    piscopo;
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h

u
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c
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m
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S
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c
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rege.
H
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m

         
     
        
 
 

C
artorariu

m
factu

m
est
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h
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S
an

 
         
 
      
 
       
  
  
     
  

cte
M

arie
V

irgin
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velS
an

cti

     
      
     
        
  
    

P
etri

apostoli.
D

om
in

icu
s,

presbiter

 
                
  
  
   
            

vel
m

on
acu

s
S

an
cte

M
arie

      
  
   
   
  
     
     

A
lagon

e,h
oc

fecit

 
     
    
        
》.  

�　

ア
ラ
オ
ン
修
道
院
に
は
、
三
点
の
歴
史
叙
述
が
伝
来
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は

『
ア
ラ
オ
ン
第
一
年
代
記
（
ド
ミ
ニ
ク
ス
の
年
代
記
）』『
ア
ラ
オ
ン
第
二
年
代
記
』

『
ア
ラ
オ
ン
改
訂
年
代
記
』
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
書
か
れ
た
時
期
は
そ
れ
ぞ
れ
一

一
世
紀
末
葉
、
一
二
世
紀
初
頭
、
そ
し
て
一
一
五
四
年
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
ダ
バ
ダ
ル
の
手
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。A

B
A

D
A

L
,pp.17–

 
 
 
 
 
 
        

26.

    
な
お
、『
ア
ラ
オ
ン
第
一
年
代
記
』
に
は
、
リ
バ
ゴ
ル
サ
の
歴
史
が
ひ
と
し
き

り
語
ら
れ
た
あ
と
に
、
じ
つ
に
興
味
深
い
一
節
が
付
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
以
上
す
べ
て
を
、
熱
意
を
も
っ
て
発
見
し
よ
う
と
望
む
な
ら
、
ア
ラ
オ
ン
修
道
院
、

オ
バ
ー
ラ
修
道
院
、
タ
ベ
ル
ナ
修
道
院
、
ウ
ル
メ
ー
リ
ャ
修
道
院
、
サ
ン
・
ビ
ク

ト
リ
ア
ン
修
道
院
の
寄
進
文
書
を
読
む
こ
と 
（H

ec
om

n
ia,si

qu
is

stu
diose

 
     
 
         
      
      

in
ven

ire
volu

erit,
legat

cartas
don

a

  
   
        
                      
 tion

u
m

A
laon

is
m

on
asteriu

m
,

    
 
 
  
    
    
  
       
 
  

O
arre,T

abern
e,O

rem
e,S

an
cti

V
ictor

 
       
     
    
   
    
  
     
     ian

i

   
 
）」。
一
一
世
紀
末
葉
に
こ
う
し

た
認
識
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
自
体
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
年
代
記
が
、

『
ド
ミ
ニ
ク
ス
の
年
代
記
』
の
別
称
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
、
証
書
集
を
編
纂
し

た
ド
ミ
ニ
ク
ス
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
さ
ほ
ど
不
思
議
な

こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

�　

I.
P

u
ig

i
F

erreté,

    
 
      
        E

l
C

artoral
d

e
S

an
ta

M
aria

d
e

L
avaix

 
   
         
   
  
    
      
   
     :

el

     

m
on

estir
d

u
ran

t
els

segles
X

I–X
III

 
  
       
 
   
              
   
   ,L

a
S

eu
d’U

rgell,1984.

   
   
  
    
             
以
下
で
は

C
L

 
 

と
略
記
す
る
。
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八
七
四
年
五
月
二
二
日
に
ア
ラ
オ
ン
修
道
院
に
寄
進
さ
れ
た
葡
萄
畑
の
隣
接

物
に
、
オ
バ
ー
ラ
修
道
院
長
サ
ロ
モ
ン
の
葡
萄
畑
が
登
場
す
る
。C

A
,doc.n
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29,1957,pp.1–12.
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D
u

qu
e

 
         
      
 
  
   
 
     
 
 
 
  
 ,   

C
olección

d
iplom

ática
d

e
O

barra

 
        
  
     
       
   
     
（siglos

X
I–X

III

        
   
   
） ,Z

aragoza,1965.

   
               

以
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D
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る
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V
iage

literario
a

las
iglesias

d
e

E
s

 
     
          
  
    
         
 
  
 
 pañ

a

   
 ,

t.IX

  
    

（V
alen

cia,
1821

 
    
         
）,t.X

V,
X

V
II

     
 
   
 
  
（M

adrid,
1851

 
           
）;J.

F.
Yela

U
trilla,

      
   
     
        E

l

 
  

cartulario
de

R
oda

               
   ,L

érida,1932.

   
             
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れV

IL
L

A
N

U
E

V
A

 
  
 
 
 
 
 
 
 

、

C
R

 
 

と
略
記
す
る
。

�　

D
M

O
,

doc.n
o.39

 
 
 
       
     
（959,

X
I,

13

      
     
）:  
《su

per
rivu

m
qu

od
an

tiqu
itu

s

  
        
 
   
     
    
   
  

C
alon

ich
a

n
u

n
c

vero
E

sera
vocatu

r
 
    
      
 
 
        
           
 
》.  

�　
D

M
O

,doc.n
o.51

 
 
 
       
     
（988,I

      
）.  

�　

D
M

O
,doc.n

o.39
 
 
 
       
     
（959,X

I,13

      
     
）.  

�　

D
M

O
,doc.n

o.1

 
 
 
       
    
（905,I

      
）.  

�　

C
A

,doc.n
o.107

 
 
       
      
（938,IX

       

）.  

�　

ピ
レ
ネ
ー
北
斜
面
の
ア
ラ
ン
渓
谷
へ
と
通
ず
る
こ
の
渓
谷
は
、『
ア
ラ
オ
ン
第

一
年
代
記
』
に
登
場
す
る
。A

B
A

D
A

L
,p.18.

 
 
 
 
 
 
       

�　

ボ
イ
渓
谷
は
『
ア
ラ
オ
ン
第
二
年
代
記
』
な
ら
び
に
『
ア
ラ
オ
ン
改
訂
年
代
記
』
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で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。A

B
A

D
A

L
,p.20–24.

 
 
 
 
 
 
          

�　

ダ
バ
ダ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
人
物
は
、
か
つ
て
の
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
大
公
ロ
プ
・

サ
ン
テ
ュ
ル
の
流
れ
を
く
む
ビ
ゴ
ー
ル
伯
ロ
プ
・
ド
ナ
ー
ト
と
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ

伯
レ
モ
ン
の
娘
と
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
息
子
ら
し
い
。A

B
A

D
A

L
,p.127.

 
 
 
 
 
 
        

�　
J.

M
.

L
acarra,

T
extos

n
avarros

del
C

    
   
         
       
             

ódice
de

R
oda,

          
     E

stu
d

ios
d

e

 
   
 
     
  

E
d

ad
M

ed
ia

d
e

la
C

oron
a

d
e

A
ragón

 
 
  
  
  
    
      
    
   
   
     

,1,1945,p.234.

                 

�　
『
ア
ラ
オ
ン
改
訂
年
代
記
』
で
は
、「
こ
の
時
期
に
リ
バ
ゴ
ル
サ
と
パ
リ
ャ
ー
ス

は
ム
ス
リ
ム
に
奉
仕
し
て
い
た
（In

tem
pore

h
u

ju
s

R
ippacu

rtia
et

  
    
      
 
  
   
      
        

P
aliars

serviebat
M

au
ris

 
                  
  
   
）」
と
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
歴
史
叙
述
は
、
ラ
モ
ン

一
世
の
息
子
で
最
初
の
リ
バ
ゴ
ル
サ
伯
ベ
ル
ナ
ル
ド
に
よ
る
功
績
を
賞
賛
す
る

目
的
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
字
義
ど
お
り
に
受
け
取
っ
て
よ
い
か
は
い
さ
さ
か

疑
問
で
あ
る
。A

B
A

D
A

L
,p.24.

 
 
 
 
 
 
        
ま
た
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
が
ト
ダ
・
ガ
リ
ン
デ
ス
と

の
結
婚
に
よ
っ
て
マ
テ
ィ
デ
ロ
の
森
か
ら
東
の
ソ
ブ
ラ
ル
ベ
を
獲
得
し
た
と
い

う
く
だ
り
に
つ
い
て
も
、
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
は
判
然
と
し
な
い
。
ア
ラ
ゴ
ン
地
方

の
サ
ン
・
ペ
ド
ロ
・
デ
・
シ
レ
サ
修
道
院
に
伝
来
す
る
九
四
一
年
頃
の
土
地
売
却

文
書
で
は
、
年
代
の
記
載
部
分
に
ナ
バ
ー
ラ
国
王
の
支
配
領
域
が
「
パ
ン
プ
ロ
ー

ナ
か
ら
ボ
ル
タ
ー
ニ
ャ
の
渓
谷
ま
で
（a

P
am

pilon
a

u
squ

e
in

balle
   
  
     
   
   
    
       

B
oletan

a

 
      
 
）」
お
よ
ん
で
い
た
と
あ
る
。
ボ
ル
タ
ー
ニ
ャ
は
、
マ
テ
ィ
デ
ロ
の
森

よ
り
も
東
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。A

.U
bieto

A
rteta,

 
   
       
       

C
artu

lario
d

e
S

iresa

 
    
       
   
     ,Z

aragoza,1986,doc.n
o.9

   
                    
   
（941?
    
）.  

�　

A
B

A
D

A
L

,p.20.

 
 
 
 
 
 
       

�　

C
A

,doc.n
o.93

 
 
       
     
（913,II

       
）,97,98

         
（915,IV

       

）,99

     
（917,IV

       

）,106
      
（930–

    

936

   
）,113

      
（954,V

II,3

      
     
）.  

�　

A
B

A
D

A
L

,doc.n
o.154

 
 
 
 
 
 
       
      
（947,III

        
）.  

�　

C
A

,doc.n
o.127

 
 
       
      
（962,V
I

      
 
）.  

�　

A
B

A
D

A
L

,doc.n
o.236

 
 
 
 
 
 
       
      
（975

   
）.  

�　

A
B

A
D

A
L

,doc.n
o.145

 
 
 
 
 
 
       
      
（939,IV,30

       
    
）.  

�　

A
B

A
D

A
L

,doc.n
o.159

 
 
 
 
 
 
       
      
（949,V

      

）.  

�　

A
B

A
D

A
L

,doc.n
o.161

 
 
 
 
 
 
       
      
（950,III

        
）.  

�　

A
B

A
D

A
L

,p.20.

 
 
 
 
 
 
       

�　

C
A

,
doc.n

o.117

 
 
       
      
（957

   
）,132

      
（964

   
）,151

      
（973

   
）,162

      
（975

   
）,163

      

（977

   
）,170

      
（979

   
）,171,172

           
（979

   
）;A

B
A

D
A

L
,doc.n

o.287

   
 
 
 
 
 
       
      
（988–990

       
）.  

�　

A
B

A
D

A
L

,doc.n
o.1

 
 
 
 
 
 
       
   72    
（958

   
）;C

A
,doc.n

o.202

   
 
       
      
（988–994

       
）.  

�　

ロ
ダ
司
教
と
ウ
ル
ジ
ェ
イ
司
教
と
の
司
教
区
の
境
界
を
め
ぐ
る
一
〇
四
〇
年

の
協
定
で
は
、
ノ
ゲ
ー
ラ
・
リ
バ
ゴ
ル
サ
ー
ナ
川
流
域
の
す
べ
て
が
パ
リ
ャ
ー
ス

伯
領
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。V

IL
L

A
N

U
E

V
A

,X
I,doc.n

o.9

 
  
 
 
 
 
 
 
 
   
        
   
（1040

    
）;   

P.de
M

arca,

 
      
      M

arca
H

ispan
ica

sive
lim

es
h

ispan
icu

 
      
     
            
    
     
   

s,    
（P

aris,1688

 
          
）,   

B
arcelon

a,1998,doc.n
o.219

 
       
              
     
（1040

    
）.    
他
方
、
元
ロ
ダ
司
教
で
リ
プ
イ
修
道

院
に
隠
棲
し
て
い
た
サ
ロ
モ
ン
が
、
ア
ラ
ゴ
ン
国
王
ペ
ド
ロ
一
世
と
ロ
ダ
司
教
ロ

ペ
に
、
ロ
ダ
司
教
区
の
範
囲
を
教
え
た
一
〇
九
五
年
の
書
簡
で
は
、
同
司
教
区
は

「
シ
ン
カ
と
呼
ば
れ
る
川
、
シ
ン
カ
川
か
ら
ノ
ゲ
ー
ラ
川
ま
で
、
そ
し
て
ベ
ナ
ス

ケ
か
ら
ベ
ナ
バ
ー
レ
城
ま
で
（a

flu
m

in
e,qu

od
dicitu

r
C

in
cia

vel
C

   
   
  
     
         
   
  
         

in
ca

  
   

u
squ

e
ad

N
u

ceriolam
et

a
B

en
asco

u
sq

 
   
      
 
        
       
  
      
  u

e
ad

castru
m

B
en

avarr

 
           
 
  
  
     
）」と

あ
り
、
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
修
道
院
の
な
か
に
は
ラ
バ
シ
ュ
修
道
院
と
ア
ラ
オ
ン

修
道
院
は
登
場
し
な
い
。V

IL
L

A
N

U
E

V
A

,X
V,doc.n

o.63

 
  
 
 
 
 
 
 
 
   
 
       
    
（1095

    
）.   
だ
が
、こ

の
段
階
で
ア
ラ
オ
ン
修
道
院
が
ロ
ダ
司
教
の
差
配
下
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、

同
時
期
の
文
書
に
ロ
ダ
司
教
と
同
修
道
院
長
と
が
つ
ね
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ

と
か
ら
判
断
し
て
疑
う
べ
く
も
な
い
。

�　

R
am

on
d’A

badal
i

de
V

in
yals,

 
  
  
 
   
      
  
   
 
  
      

E
ls

d
iplom

es
carolin

gis
a

 
   
 
     
   
       
    
  

C
atalu

n
ya

 
     
 
   
（C

atalu
n

ya
carolín

gia

 
     
 
          
   ,

II

    
）,2

vols.,
B

arcelon
a,

1952,

            
       
         

U
rgell,

doc.n
o.3

 
            
    
（835,

III,
12

            
）:  
《id

est
O

rgellitan
am

,
B

ergitan
am

,

        
         
  
   
       
  
  

C
erdaniensem

,Paleariensem
,A

nabiens

 
           
   
           
   
       em

,C
ardosetanam

,Terbiensem
,

  
   
           
   
         
  

G
estabiensem

et
R

ipacorcensem

 
           
     
            

》;doc.no.4

           
（860,

IX
,

19

       
    
）:  
《C

erdaniensis

 
            

vero
pagi

et
L

ibien
en

sis
et

B
ergitan

     
     
   
 
     
  
    
   
 
       

en
sis,

P
alarien

sis
qu

oqu
e

  
     
 
       
    
  
   
  

atqu
e

R
ipach

u
rcen

sis,G
estabien

sis
a

    
   
      
    
      
        
     tqu

e
C

ardosen
sis,A

n
abien

sis

   
   
       
      
 
     
    

ac
T

irbien
sis

    
      
   
》.  

�　

た
と
え
ば
、
前
註
�
に
登
場
す
る
《pagu

s
G

estabien
sis

    
   
        
   
》
は
、
シ
ン
カ
川

最
上
流
域
、
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
奥
深
く
に
位
置
す
る
現
在
の
ジ
ス
タ
ウ
（
ヒ
ス
タ
イ

ン
）
に
同
定
さ
れ
る
。
五
七
六
年
の
ウ
エ
ス
カ
司
教
ヴ
ィ
ン
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
遺

言
状
で
は
、
こ
の
地
が
や
は
り
《locu

s
G

estavi

    
   
      
》
と
し
て
登
場
す
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
現
在
の
リ
バ
ゴ
ル
サ
南
部
お
よ
び
ソ
ブ
ラ
ル
ベ
東
部
に
同
定
さ
れ
る

《terra
L

abetolosan
o

       
          
 
》
や
《terra

T
erran

ton
en

si

       
     
   
  
  
》
と
は
区
別
さ
れ
た
領
域

単
位
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。A  

.D
urán

G
udiol,

   
      
       C

olección

 
         

diplom
ática

      
     

d
e

la
cated

ral
d

e
H

u
esca

  
          
     
   
 
    ,2

vols.,Z
aragoza,1965–1969,

            
                    

doc.n
o.2

     
   
（576

?

     
）.  

�　

リ
バ
ゴ
ル
サ
に
お
け
る
コ
ミ
タ
ー
ト
ゥ
ス
の
初
出
は
、D

M
O

,doc.n
o.44

 
 
 
       
    

（h
.960,I,1

 
          
）.  

�　

逆
に
パ
リ
ャ
ー
ス
で
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
全
域
で
最
も
早
い
時
期
に
コ
ミ
タ
ー

ト
ゥ
ス
の
用
例
が
あ
る
。
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
伯
フ
レ
ド
ル
が
発
給
し
た
八
四
九
年
頃

の
ラ
バ
シ
ュ
修
道
院
の
特
権
文
書
で
は
、《in

fra
com

itatu
i

n
ostro

  
       
     
   
     
》、
同
じ
く

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
伯
ラ
モ
ン
に
よ
っ
て
八
五
九
年
八
月
に
発
給
さ
れ
た
サ
ン
・
ビ
セ

ン
ス
・
ダ
・
ジ
ェ
リ
修
道
院
の
特
権
状
で
は
、《in

com
itatu

n
ostro

P
aliaren

se

  
    
     
  
       
       
  
》

と
記
さ
れ
て
い
る
。AB

A
D

A
L

,doc.n
o.40

 
 
 
 
 
 
       
    
（848–849,IV

           

）,55

     
（859,V

III

      
   
）.   

こ
れ
ら
の
所
見
は
あ
ま
り
に
も
早
く
、
か
つ
孤
立
し
た
ケ
ー
ス
な
の
で
、
最
低
で
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も
こ
の
部
分
だ
け
は
加
筆
さ
れ
て
い
る
と
す
る
の
が
、
ガ
ス
パ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
ウ

で
あ
る
。
た
だ
、
彼
が
い
う
よ
う
に
、
コ
ミ
タ
ー
ト
ゥ
ス
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

フ
ラ
ン
ク
的
な
「
政
治
的
」
領
域
概
念
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
伯
と
の

関
係
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
て
も
よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。G

.F
eliu

i
M

on
tfort,

 
   
    
    
  
       

L
a

población
,

 
           
  H

istoria
d

e
E

spañ
a

 
         
   
    
 ,

V
II,

   
    L

a
E

spañ
a

cristian
a

d
e

los

 
   
    
          
   
      

siglos
V

III
al

X
I

        
        
 ,

t.2,

       L
os

n
ú

cleos
piren

aicos

 
    
 
           
     
（718–1035

 
       
） .N

avarra,

   
        

A
ragón

,C
atalu

ñ
a

 
     
   
     
 
 ,M

adrid,1999,p.389,n
ota

96.

   
                     
       

�　

C
A

,doc.n
o.51

 
 
       
     
（871,V

II,21

      
      
）.  

�　

C
A

,doc.n
o.121

 
 
       
     
（959,X
      

）.  

�　

C
A

,doc.n
o.163

 
 
       
      
（977,V,30
      
    
）.  

�　

A
B

A
D

A
L

,doc.n
o.287

 
 
 
 
 
 
       
      
（988–990,I,21

              
）.  

�　

C
A

,doc.n
o181

 
 
       
     
（981,X

II

      
  
）.  

�　

P.B
on

n
assie,

 
   
  
 
       L

a
C

atalogn
e

 
   
       
 ,t.1,p.161.
             

�　

C
A

,doc.n
o.12

 
 
       
     
（845,V

II

      
  
）:  
《V

in
do

vobis
cam

po
qu

od
m

ih
i

adven
it

 
  
            
     
    
  
       
   

de
alau

dem
paren

tu
m

m
eoru

m
;

et
est

i

   
    
   
 
     
  
 
 
 
    
 
  
   
    
 pso

cam
po

in
valle

    
   
   
  
 
      

A
rin

ien
se,

in
locu

m
u

bi
dicitu

r
dom

u

 
   
   
      
     
 
  
         
     
 

m
S

an
cti

M
artin

i;
de

parte

 
  
  
     
     
            

orien
tis

terram
A

rdarici
et

de
parte

     
          
  
                   

occiden
tis

terram
T

h
eodilan

i
        
          
  
 
       
 
》.  

�　

C
A

,doc.n
o.100

 
 
       
      
（917,V

      

）.  

�　

渓
谷
と
し
て
の
初
出
は
、CA

,doc.n
o.54

 
 
       
     
（874,X

I

      
 
）.  
「
パ
ー
グ
ス
・
オ
リ
テ

ン
セ
」
の
初
出
は
、C

A
,doc.n

o.1

 
 
       
    
（806–814

       
）.  

�　

C
A

,doc.n

 
 
       

o.83

     
（909,IV

       

）.  

�　

C
A

,doc.n
o.115

 
 
       
      
（956,III

        
）.  

�　

C
A

,doc.n
o.82

 
 
       
     
（903,V

I

      
 
）.  

�　

C
A

,doc.n
o.53

 
 
       
     
（874,V

      

）,67

     
（892,II

       
）.  

�　

前
註
�
参
照
。

�　

C
A

,doc.n
o.12

 
 
       
     
（845,V

I

      
 
）.  

�　

C
A

,doc.n
o.159

 
 
       
      
（974,V

II

      
  
）,216

      
（988–996,V

I

          
 
）.  

�　

C
A

,doc.n
o.185

 
 
       
      
（987,V

      

）.  

�　

C
A

,doc.n
o.107

 
 
       
      
（938,IX

       

）,186

      
（987,V

II

      
  
）.  

�　

前
註
�
参
照
。

�　

C
A

,doc.n
o.1

 
 
      
    
（806–814

       
）.  

�　

た
と
え
ば
、CA

,doc.n
o.9

 
 
       
   
（838,V

II

      
  
）:  《ipsa

villa
in

fra
valle

U
rriten

se

             
           
      
   

castello,qu
od

dicitu
r

T
orocon

e

            
         
   
      
 
》;24

    
（846,V

II

      
  
）:  《in

pau
o

O
rriten

se,

  
    
   
      
    

in
territorio

in
villa

qu
od

n
om

in
atu

  
              
         
    
  
  
   

r
T

orocon
e

   
      
 
》.  

�　

C
A

,
doc.n

o.51

 
 
       
     
（871,

V
II,

21

      
      
）,151

      
（973

   
）,162

      
（975,

V
II

      
  
）,163

      

（977,V,30

      
    
）.  

�　

譲
渡
の
対
象
と
な
っ
た
土
地
の
隣
接
物
に
、
し
ば
し
ば
城
塞
に
つ
う
ず
る
道
が

登
場
す
る
。
そ
れ
ら
の
例
と
し
て
は
、
オ
リ
ッ
ト
に
つ
う
ず
る
道
、
ミ
ラ
ー
リ
ェ
ス
に

つ
う
ず
る
道
が
あ
る
。CA

,doc.n
o.10

 
 
       
     
（841–845,I

          
）,14

     
（845,V

II,25

      
      
）,25

     

（847,IV,12

       
    
）,26

     
（847,IV

       

）,28

     
（851,IV,28
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表１：ノゲーラ・リバゴルサーナ川流域における城塞と城塞領域
備　　考領　域　表　示　（言及数／初出年代）初出城　　塞

in castro Adons（4/960）960アドンス Adons

東　
　
　

岸

in terra Castellonense（1/903）; in castro Castillon（1/987–995）; 
in Castello（1/900）900カステリョ・ダ・トー

Castelló de Tor
in castro Erolas（1/894）893アローラス Erolas

in castro Gorvi（6/969）969グルプ Gurp

城塞領域と渓谷領域とが一致せ
ず．前者はベイラ渓谷に展開．

in suburbi Lastarre（1/851）; in valle Lastariense（1/909）; in 
apenditioni de Lastarri（1/956）; in castro Lastarri（5/959）956リャスターリ Llastarri

in castro Miralias（9/837）; in suburbio castro Miralias（1/853）; 
in apendicio de castro Miralias（3/886）837ミラーリェス Miralles

ミラーリェス川付近でミラー
リェス領域，アラオン付近で
アレン領域と隣接．アスプル
ガフレーダ渓谷が内部に．

in pago Orritense（20/806–814）; in valle Orritense ［castello］
（12/838）; in territorio［de castro］Orritense（10/845）; in suburbio 
Orritense（1/852）; in apendicio ［de castro］ Orritense（5/868）; in 
castro Orritense（12/826）

826オリット Orrit

オリット領域の下位区分．in apendicio de illa Petra（1/979）979サペイラ Sapeira

in castro Suberte（2/954）; sub apendicionem Evertense（1/939）955スエール Suert

in castro Vivitano（1/978）; in pau de kastro Vivitano（1/947）927ビウ・ダ・リャバータ
Viu de Llevata

アラオン付近でオリット領域
と隣接．

in castro Arinio（7/823）; in valle Ariniense（1/845）; in ［prope］ 
apenditio de castro Aringo（7/867）823アレン Arén

西　
　
　

岸

in suburbia de castro Avoleto（1/851）; infra territorio sub 
castro Avoleto（1/856）; in apenditio de castro Avoleto（2/867）; in 
castro Avoleto（9/874）

851アウレット Aulet

in［prope］castro Bellasia（5/918）; in apenditio castro Bellasia
（1/974）; in valle Vellasia（1/987）918ベリャシア Bellasia

セニン領域の下位区分．in castro subtus Castellum Nigrum（1/979）979カスタルネス Castarnés
in castro Cornutella（3/968）; in termino de castro Cornutella
（1/977）; a pago Cornutella（1/987–995）; in apendicio Cornutella
（2/988–996）

968コルヌデーリャ Cornudella

in ［fines de］castro Agisculi（5/967）958イスクレス Iscles

セニン領域の下位区分．in castro Montanui（1/h.1000）h.1000モンタヌイ Montanuy

in castro Montagnana（2/987–995）987–995モンタニャーナ Montañana

in valle Singicti（2/938）975セニン Senín

オリット領域の下位区分．in［prope］castro［castella］Subpetra（6/871）; loco Subpetra（4/869）871ソペイラ Sopeira

in valle Supertrungo（2/974）; in apendicio Supertrungo（2/964）; 
in castro Supertrungo（2/989）989ソペルン Soperún

表２：パーグス・オリテンセ（オリットのカストルム領域）における城塞，渓谷，修道院，ウィラ，ロクス
備　　　　考下位のウィラ・ロクス城塞・渓谷・修道院・ウィラ・ロクス

Arén領域との境界地点，ノゲーラ川西岸Alaón（monasterium）

Orrit
（castrum）

ノゲーラ川西岸villa Teuduli
Sopeira（castrum, castellum, locus）

Bellasia領域との境界地点，ノゲーラ川西岸Collum（locus）

ノゲーラ川東岸Saxum（locus）
Sapeira（villa, locus）

ノゲーラ川東岸El Ministeriolo（locus）

S.Vicenç教会，ノゲーラ川東岸Esplugafreda（villa）
Esplugafreda（valle）

ノゲーラ川東岸Belonce（locus）

S.Vicenç教会，Miralles領域との境界地点Olobe（villa, locus）

S.Clement教会，ノゲーラ川東岸Vilba（locus）Torogó（villa, locus）

S.Genis教会，ノゲーラ川東岸villa FabricaOlibera（villa, locus）

ノゲーラ川西岸Junguer（locus）

Arén領域との境界地点，ノゲーラ川西岸Aries（villa）

ノゲーラ川西岸Labicorte（villar, locus）

Arén領域との境界地点，ノゲーラ川西岸Frexanet（villar）

？Santa Bella（locus）

ノゲーラ川東岸，Sapeira近郊Belga（villa, locus）

Esplugafreda渓谷に所在，ノゲーラ川東岸Belonce（locus）

Miralles領域との境界地点Cananillas（locus）
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表３：トロゴ（Torogó）
備　　考土　　　地　　　物　　　件土　地　所　有　者表示年代

売却（CA, doc.no.9）villa Torogóの４分の１（casales, territorio, fundusとともに）Spinefredesvilla838

売却（CA, doc.no.23）両親から相続した terra（2 modiatas）：東にAstarusとその息子，
西に修道院の terraOctariusvilla846

売却（CA, doc.no.24）両親から相続したterra（2 modiatas）：東にpadule，西にOctarius
の terraAdicavilla846

売却（CA, doc.no.39）父Egaldeから相続したportiones
（villar，その領域，取付道路，casales, pratis, pascuis, silvis）Barbaldus, Sisigernus, Aguarnusvilla863

売却（CA,doc.no.44）両親の自有地から相続された terra：そばに修道院の terra，東に
Astarusの terra，境界標識の内部に公道Leubilavilla868

売却（CA, doc.no.62）terras： 東には川沿いにあるvineasと川，西にはSengefreda峠へ
と流れる川と修道院の土地Durabiles, Lupinavilla886

寄進（CA, doc.no.63）terra：父親の terraの２分の１．東に修道院の terra
terra：４分の１．東にMiroとGalindoの terra，西に修道院の terra

Davidius, Eneco, Ramius, 
Argilumlocus876–887

交換（CA, doc.no.64）両親の自有地から相続された terraの３分の１． 
東にCurtesindaの terra，西にLupilani（Leubila ?）の terraErmefrudalocus888

表４：　オローベ（Olobe）
表示隣　　接　　物土　　地　　物　　件土 地 所 有 者史料（CA）年代

villaS.Vicenç教会のそば，右手にOrritの前を通る道terra（0.5 modiata）
司祭Reiricus, Calcedonia10841–845

東の方角から左手に上の terra，そばをMiralles
城に通ずる道terra

villa２辺が修道院の土地に，残る２辺がRachoniの
土地に隣接

Kalderedoから購入した terra
（3 modiatas）Blandericus11845

villa東にOrritに通ずる道，北に修道院の terra父Aguarnusの自有地から相続した
terra

Donatus, Felicia14845
Orritに通ずる道，修道院の土地，南は Isaelの
terra

父Aguarnusの自有地から相続した
terra

villa父Donatus（14）の自有地から相続
した campusと周囲の家屋，果樹Ansemundus, 妹Ceno15845

villaRaconi，北は Isael，南はMakarelliの terras父Donatus（14）の自有地から相続
した terra（1 modiata）Ansemundus, 妹Ceno16845

villa1 modiata分は，残りの部分に隣接し，西には
Orrit城に通ずる道

両親の自有地から相続した terra
（3 modiatas）Garsao, Udiscalcus25847

villa相互に隣接し，西辺だけがOrrit城に通ずる道
に隣接

両親の自有地から相続した terra
（2 modiata）Isael26847

locus１辺が修道院（の土地），１辺がMiralles城から
流れる川，１辺がオリットに通ずる道に隣接両親の自有地から相続した terraMiravella28851

locus修道院の terra，Orritに通ずる道に隣接両親の自有地から相続した terra
Fredemirus31852

Sapeiraから流れる川，修道院の terras，
Miralles城へと通ずる道両親の自有地から相続した terra

locusRichipandiの terra，Kalderediの terra，修道
院へ通ずる道にそれぞれ隣接3 terrasAnsemundus, 妹Ceno32852
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地図：パーグス・オリテンセとノゲーラ・リバゴルサーナ川流域
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